


社団法人 日本建築協会

「日本建築協会80年史 1917- 1996J

増刷頒布申頒価 3，000円

1999年7 月に発刊した旧本建築協会80年史1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いご要望により、増刷頒布することにいたしました。

大正6 年3 月30日に関西建築協会として5延生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4判 。240頁にまとめています。

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長関 ーとの交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

〒530- 0001 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

TEL 06- 6348- 0635 FAX 06- 6348- 0634 

頒 価 1部3，000円( 税送料込み)

※ 増刷部数には限リがございますので、お早めにお申し

込み下さい。
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「日本建築協会80年史J

A 4判・ 240頁・並製本

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f 建築と社会」の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会 ・展覧会 ・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家 ・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のフ。口フィール (片岡 安・

設楽貞雄・武田五一 ・池田 賓・波江悌夫 ・竹腰健造 ・尾崎久助・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一 ・葛野社一郎・横漬 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 併・野村一郎・古宇田 賓・

松室重光 ・松井貴太郎 ・安井武雄 ・中津誠一郎 ・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦 ・銭高輝之 ・中西六郎 ・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中鎌一 ・鷲尾健三 ・松村雄吉 ・

償尾義貫・足 立 孝)

. 座談会「戦中から戦後初期の協会活動j ー尾亀清四郎 ・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一 ・横尾義貫 ・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言

*  

置執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅 宮 弘 光 /

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和国

康由

. 80年史編纂委員会

長奇昔日朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二

「日本建築協会の遺産と功績J (坂本勝比古) より 「草創期の人.qJ より片岡安の項



2001 建築関係団体

合同忘年懇親会

2002建築関係

14団体合同

新年交礼会

第47回工高生

デザインコンクール

入選者発表

- 設 計 課 題 : ライ ブ ハ ウ ス ー

話題建築を聞く

第32回

NHK大阪新放送会館・

大阪歴史博物館

( 再掲)

日本建築協会

& 邑

冨固

日 時 平 成13年12月14日ω

午後 6 時 - 7 時30分

会 費 8，000円 お願い

. 11 月27 日凶 までに事務局 ( 1) 申込の際に氏名 ・勤務先をお知ら

会 場 太 閤 園 迎 賓 館 へお越し下さるか、現金送 せ下さい。

ダイヤモンドホール ( ビュ y

フェスタイルのパーティー)

大阪市都島区網島町9- 10

金にてお申込み飯います。 (2) 申込者で12月 3 日(月)までに欠席の

・申込者には忘年懇親会参加 連絡がない場合は会費のご負担を願い

証をお渡しします。 ます。

電話 06 俗356) 1111 参加者 350名予定 (3) 当日は参加証を必ずご持参願います。

日 時 平 成14年 1月 4日ω 会 資 5，000円 (当日欠席されても

午後 2 時30分- 3 時30分 会費をいただきます)

会 場 マ イ ド ー ム お お さ か ・ 3 階 申 込 12月7 日悩 までに会費を添え

大阪市中央区本町橋2-5 て最寄り団体にお申込み下さ

参加者 770名予定
し、。

日本建築協会主催による平成 13年の 入選・最優秀賞 )11村 晃

僚記コンクールの入選者が、右記のと
入 選 ・優 秀 賞 牧 笑 梨 奈

おり決定いたしましたので発表します。

入 選 ・ 優 秀 賞 田 中 弘 晃

入 i墾 橘 麻イ呆

なお、入選作品は平成14年 1 月号に

入 選 山 口 玲 子

掲載いたします。

入 選 深町畠広/ 橋本潤也(共同制作1

- 応募校数 / 30校 入 選 石 原 令 子

- 応募作品数ハ 23点 入 選 井 上 喜雅

入 i芸 城 戸 貴 則

順 不 同 磁 称 略 l 入
選 永 戸 清 之

本プロジ ェクトは、大阪市の「難波宮 日 時 2001年11 月21 日(水)

跡と大阪械公園の連続一体化構想j の 18:3ひー20・30

一環として 、現NHK大阪放送会館を 会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

道路を挟んで西鱗りの旧中央体育館跡 * 大阪駅前第3 ビル21階

地に移転し大阪市立の大阪歴史博物館 講 師 種 村 俊 昭

と一体の複合施設として計画された。 日本設計プロシーェク卜部長

当敷地を含むこの地域では、大阪の歴 定 員 30人

史的ルーツとされている難波宮の貴重 * 申込者多数の場合は抽選

な遺備か確認されている 。遺構の保存 参 加 費 会 員 1，000円、一般 1，500円

と活用を図りつつ21世紀の情報発信 学生500円 引 *税込

基地である NHK大阪新放送会館と 、

多機な芸術や文化情報を発信する約

1，400席の多機能ホール、大阪の歴史

を語る大規模博物館のそれぞれの機能

を整備し、 一体的にかつ有機的に相乗

効果が発揮でき 、大阪の過去と未来を

結ぶ文化のシンボルとなる建物をめざ

す。

建物デザインでは 、NHK棟を垂直の

幽面、水平の曲面がゆるやかにセ ッ ト

パ ックして空へ伸びゆく形態とし 、博

物宮前東を水平の曲面による紡錘形とし、

公共施設として印象に残るシンボリ ッ

クな形態とした。両棟のそれぞれの施

設の特性を生かした曲面 ・曲線の外壁

形状は、それぞれの独自性を主張しな

がらも複合建物としての体性をっく

り出すことを意図した。

(種村俊all)

申 込 11 月13日(火) までに、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さし、。

① 催 し 名 話 題 建 築/ NHK

②氏名

倒 国人会員団体会員・一般の別

④職場・学校名

⑤ 参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 11 月14 日 (水) に

発送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1ふ 2100

T EL. 06-6348- 0633 

F AX. 06- 6348- 0634  

〒530- 0001

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会情報小委員会

担当主査: 大井昇二/ 大林組

共 催 (紛日本建築協会/(他大阪府建

築士会/ ( 凶日本建築学会近畿

支部/ 附日本建築家協会近畿

支部/ 舵}大阪電業協会等

三重県立四日市工業高等学校

大阪市立工芸品等学校

私立名古屋工業品等学校

大阪市立工芸高等学校

大阪市立工芸品等学校

大分県立日田林工高等学校

高知県立局知工業高等学校

私立名古屋工業品等学校

私立名古屋工業品等学校

二重県立伊勢工業品等学校

種村俊昭 ( たねむら としあき)

1951年滋賀県生まれ

3年

3年

3年

3年

3年

2年

3年

3年

3年

3年

1976 大 阪 市立大学工学部品s築学科卒業

1978  悶大学院工学研' 先科生s築 学則攻 修 f

197ι 82 安藤忠雄辿築研究 所

1984 日本設立|入社

現在 日本設計! 剥西支社プロジェクト都民

主要業務

七野市立図; tJ館、流通利学大学、上野市だんじり

会館、滋賀県立女上城考山 ｨｾ 物館 Ｎｍ 邸、宝塚

新Ｎｩｦ［人福 ｢ｾ センター

・挫築概要

所 在 地 大 阪 市 中 央 区 大 子 前4ι 35

建 築 主 円 本 歓 送 協 会 、 大 阪 rli

設計監理 ｎ ｈｋ ｬＮｉｩ術Ｏ［Ｚｊ ｬｭ 発センターＨｾ築技術Ｉ

大 阪市 住官同? 主総部
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兵庫県立新美術館

「芸術の館( 仮称) J  

見学会

(再掲)
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「兵庫県立新美術館」は、兵庫県と神

戸市が進めている復興計画のシンボル

プロシ.工クトと呼ばれる 、東部新都心

計画の一部であり 、神戸市の中心部か

らやや東に行った、約12haの広さを

持つ、大手製鉄会社の工場跡地が敷地

である。 2本の阪神高速道路に挟まれ

た、神戸港の最深部にあたり 、この施

設のほかにも震災復興住宅をはじめと

する市街地復興の受け皿となる計画が

進められている。

この美術館は、震災からの文化の復興

のシンボルとして位置付けられ、震災

前の阪神間の原風景を残す石壁の基!j

部と未来を見通すガラスの箱とで構成

される 。ガラスの箱は、純粋に美術を

鑑賞する展示室を内包し、その余績を

楽しみながら、外部の自然も楽しめる

内と外をつなぐ回廊とで構成される 。

基i童部は、隣接する水際広場やハーパ

ーウオークと一体となり 、閉館時も屋

日 時 2001年11 月17日(土)

13:3ひー16: 30

講 師 林 純/五個荘町教育委員会

廃瀬l爾三郎/近江商人屋敷館長

見学先 ①五個荘町金堂地区町並み

②近江商人屋敷/ 旧外村字兵

衛 ・繁家、旧中江正次家、他

集 合 てんびんの里文化学習セン安一

* 滋賀県五個荘町竜田切3

*J R東海道本線 「能登川J 駅よ

り近江パス10分+ 徒歩10分

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 賀 会 員 1，500円、一般 2，000円

学生 500円引 * 含入館料・税

申 込 11 月9 日(金) までに、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名: まちなみ見学会

②氏名

③個人会員・団体会員 ・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑤連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 11 月12 日( 月) に

発送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田 1- 1-3ぞ100

T EL. 06・6348・0633

FAX. 06- 6348- 0634 

干530- 0001

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査・松本同IJ /大阪府

外展示空間としてはもちろん、東部新

書め全体の庭として→立に開放される。

隣接する「神戸市水際広場J は、様身

なイベントスペースとなる円形広場を

核とし 、震災への精神的支援として、

各政令指定都市からの協力による植樹

で、兵庫県の県木クスノキの鎮守の森

も作られている。 ( 武 藤 隆)

・建築概要

所 在 地l >I'/; 市中央区脇浜ilim通

ill 築 主 j:i<r. lm

J宣 :11 安雌忠級住築研究所

l官 邸Ａ兵庫県営締､ＧＮｉｬ安厳 ｾ ｾ｜ｭｩｬｬ 築研究所

施 ι  大林I ! 'I;j<.'i!l 1池神高司興政辿J2: .1りl剥l

'il JI TIJV 

盟主地而制 約 19.000m'

ill 策而制 13.586.5301 

延IA<I師品，1 25.335.98 m' 

構造鋭校 S RC(免b1{ 榊造)、 s 1' 4 F

仁 191 1999
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i
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日 時 2001年11 月15日(木)

13:3ひー17:00

講 師 増 田 繁 治/兵庫県県土整備部

まちづくり局営繕課長

武 藤 隆/安藤忠雄建築研究所

小林芙1草刈V工事事務所所長

集 合 現 地/神戸市中央区脇浜海岸通

* 阪神「岩屋j 駅より徒歩10分

*J R r灘j 駅より徒歩15分

定 員 100人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 資 会 員 500円、一般 1，000円

* 税込

申 込 11 月7 日(水) までに 、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名兵庫県立新美術館見学会

②氏名

③個人会員団体会員 ・一般の別

④職場・学校名

E参加証郵送先

⑤連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 11 月8 日(木) に発

送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田 1-1-3之100

T Eし06- 日48- 0633

FAX. 06・6348-0634

干530- 0001

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査・坂本良高/大林組

五個荘町は、近江八幡・日野と共に近

江商人発祥の地として広く知られてい

ます。なかでも金堂地区は幕末から明

治 ・大正 ・昭和戦前期にかけて多くの

商人が輩出しました。

商人達は「てんびん千両J を合言葉に

全国津々浦々を行商し 、やがて豪商へ

と出世し 、郷里に立派な本宅を築いて

いま す。広大な敷地を板塀で囲み、内

部に切妻や入母屋造の主家を中心に数

寄屋風の離れや土蔵 ・納屋を建て 、i也

や築山を配した大きな庭園が特徴です。

金堂地区の町並みは 、古代条里制地割

を基礎に陣屋と社寺を中心に形成され

た湖東平野を代表する農村集落です。

加えて、近江商人が築いた意匠の優れ

た白昼と舟板塀の蔵屋敷、縦備に流れ

る小川のせせらぎ。そこには 、旅人に

とってなつかしい日本の「原風景」と

文化遺産が息づいています。金堂地区

は平成10年 12月に国の重要伝統的建

造物群保存地区に選定されました。

錦秋あでやかな「てんびんの里」を 、

一目散策しませんか。



三読者と織りなす芸

た)て)糸

よ 糸 「建築と社会J では、読者の声を誌面づくりに役立てるために、皆様の

意見と、編集担当者の声を掲載していきます。

- 建築雑誌

私自身、建築雑誌は結構よく見る方である 。

現地 にいかなくてもすぐに必要な 情報が入手

できる 便利 な ものである 。人気のある 本 は、

出版される部数も多く、また読者も多い 。本

に掲 il i X される内容や執筆者の考えは、本を読

む人にはかなりの影響を与えるものではないか。

それがゆえに編集される方の苦労というものは、

大変なものだと思う 。

建築雑誌は専 門誌であるが、掲載される建物

写真やパースには一般の人も気軽に入り込める 。

インテリアや庭園、彫刻、建築のようで建築

でない建物、歴史 的に価値のある建物や風景

そのものまで 。建築はさまざまな場面 に存

在し、社会の重要なところに位置付 けら れ、

その役割は大きい。

今回、本誌10月号 「緊張」特集をまとめるこ

とになってかなり悩んだ 。企画テー マを何 に

す るかに始ま り、その企画案も 二転三転し、

執筆依J願期限 ぎりぎりまで企画案を練り直した。

執筆者の選定にも時間がかかり 、何度かトラ

イ しなければならなかった 。編集するにあた

って読者の視点、にたって、いま 何 が求めら れ

ているのか何 に興味 があるのか、いろんな書

物を読み漁ったり、人に意見を聞いたりと、

苦労 は絶えなかった 。でも、製本が届いたと

きはそ れ までの苦労 は少 し吹 っ飛んだ よ うな

気がする。

私自身、愛読している建築雑誌が他 にある 。

最新情報がたくさん掲載さ れていたり、読者

の的 を射ていると思う 。編集に携わり、 「建

築と社会」 という雑誌は、 何 を白 指 そうとし

ているのか、その存在意義について疑 問視す

るとこ ろである 。 ( 編集委員 T .  K )  

• i秋」を「住まう」

めっきり肌寒くなってきた 。つい この閉 まで

の暑さがうそだ ったかのようで、たちまち冬

になってしまうのか? 秋らしい秋は一体 どこ

へいったのか?

どうも近年、秋が減ってきてい るよ うな気が

してならな L、。日本の気候が変化 してきたのか、

それ ともわれわれの体の機能 ・感覚が進化 (退

化 ? ) してきたのか ... 自然や人 間の変調に

責任を押 し付 けてしま えば話は それ までであ

るが 、 「住まう J 術の変化 にも、いくらかそ

の一因を見 L、だせるような気がする 。

夏は自然の 「涼」を積極 的に取り込み、冬は衣

類を着込んで 「暖房」の助け で寒さを凌ぐ、こ

れが我が国の風土に板差した伝統的な住まい

方というものであ ったと思う 。 この 「住まう j

常識に、 「空調」という装置が一種の革命をも

たらしたような気がする 。少々大げさかもし

れないが、 この装位、 「冷房」という自然の営

みを超越した作用のゆえ、厳しい互の暑さが徐々

に凌ぎやすくなってくる季節の I ( ゆるやかな)

移ろい j というものを消し去ってしまっている

のではなかろ うか ? I秋」は暑いと寒いの 「狭

間」であり、この狭 間が飽くな れば変化の勾

配が急になるのは当然のことである 。

食 欲 運 動 読 書 芸 術 等 々 、 秋 は 豊 か な 人

間生活のリソ ースであった( ある、こ れからも

恐らくそうありつづける) と思う 。今年の秋、

季節の狭 間を 実感し満喫する 術を改 めて 見つ

め直し、些かさを実感でき る 「住ま Lリの在り

方を考える 「秋j にしてみ ようと思う 。

( 編集委員 Y ' M)  
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「建築と社会J I  

読者アンケート l

2001年 11 月号

送付先 .

(剖日本建築協会

I建 築 と 社 会」

F AX 0 6・6348・0634

「建築と 社会」では 、読者の方々 のご意見 を参考に、充実 した誌面づくりをめざしておりま す。今 月号で、とくに

ょいと 恩われ た作品、記事、その他についてのご意見 をFA Xでご送付下 さし、。

なお、 この ご意見は、読者と 選ぶ第2回 『建築と社会賞』の1次選考に反映さ れます。

口とくにょいと思われた作品

ょいと思われた理由

口とくに ょいと思われた記事

ょいと思われた理由

口 そ の他 、 本誌 に つ い て の ご意 見 や 、 取 り 上 げ て ほ し い内容 な ど が あ り ま し た ら ご 記 入 下 さ い。

お名前

勤務先

口ご:習;見 li ， ・たて糸よこ糸“ 欄に取り上げさせていただくこともありますが、

そのJ品合はイニシャルのみを倒載させていただきます。
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「建築と社会」誌

大正が! な月に誕生した日本建築協会 「日本建築協会純誌」 、さらに1年後 おりで、パック ナンノ Tー購入希望は、

( 当時 ・関西建築協会) の、機関誌 には 「建築と社会j と改題し、今日 日本建築協会事務局 (T E L 06・6348ー

は大正6年9月に 「関西位築協会雑 に至っている 。 0635、F A X 06- 6348- 0634) まで。

誌」と題して創刊された。大正が1三に 取り上げてきた特集テー 7 は下記のと 販売制li絡は12∞円 ( 送料消1'.( 税含) 。
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1980  

vol. 6 1  

1981 

vol. 62 

1982 

vol. 63 

1983 

vol. 64  

1984 

vol. 65 

1985 

vol. 66 

1986  

vol. 67 

1987  

vol. 68 

1988 

vol. 69 

1989  

vol .70  

1990  

vol. 7 1  

1991 

vol .72  

1992 

vol. 73 

1993 

vol. 74 

1994  

vol. 75 

1995 

vol. 76 
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- 大阪南港

・ 転挽陣lの ポートタウン ・ 商業空間 * ・ コンタリート ・ EI 影 脱f!i J. ・ ホテル也聾と ・ 山村胞設 ・ 建築の終M ・ 庄内の ・ 80年代の ・ 顎26m! ・ ill 設業の

再JJ 自発. のひびわれ 情報システム の変貌 * 強度の検 討 まち づ〈り * インテリ 7 * '，'i 1' 1技師.j-/'i 牟 労務事情事

. 80年代の ・ 今後の ・ 最近町盟行世聾 ・ 軍1i 副首刺繍者 ・ これからの，I!

都市と建聾 古エネルギー ・ :a: ml!築 ・ 住宅の ・ 主ｬＡｾ高行政と ・ ｬ ｩＢｽ近の ・ 郷rll );( 観と ・ 屋内体育 ・ 水ぎわの ・ 今後の外装 ・ 転慢にたつ 聾設計と新耐

まちづくりの の趨併 設計'Ji 務所 耐久性 本 法規* 防水工法 アメニテイ$ 施設の誼備傘 まちづくり 吹HJJ : 上材 傘 マンショ y 震設計法 *

既史と展虫 ・ ill 築金物 作品m m合{ 主主

・ 小凶の論文 ・ 台所ま わり ， ・ 災 ［ ｉｾ と法 ・ 吊l，J i 住宅一 ・ ; J ! ! i l 物と凪ー ・ 住宅眉『官官価公 ・ 際市内の

・ 職 能 和 一北京の ・ ポ 一 昨 の計画 と ・ シーリン ク ー安全な環境 Lt まい手 ZZLナーの 同区間 ・ ｉＯ ｽｊ ｪＭｊ Ｚ 切 ｾｬｾ の ・ 軍 ＲＸ 岡 昨らしやすい

都市J l iiii* ' 8 l  *  J史的* 材の向l誕 * をめざして傘 からの克; U! 事 ・ H仏世計 した新世間 性能川 ｾ ｦｬ￟ｩ *  -，'1年技術者 * 周波と設備

1T，'u' ，! s* の世削牟

・ 医療施設一 ・ 品市tt 鋭ー ・ 絵本にみるすま ・ 揖2 9同

・ 新たな ｒＺｾ 業 ・ 古エ ネルギー I血機医療と ・ 近畿のI也椴 まち立み Ji 観 ・ 大阪 rli 庁 舎 ・ ホールill 築 ・ 大スパン ・ ｬ 昭和 設 ｾ ｉ いとまちづくり ，'( 年技術 a ・ j見 J:. 空気

空間の展開* と1m口 部 * 設備計岡本 とI由貿 * へのめ，ｾＭＭＧ (第 11町) . とTT * 精 進 * 作品集水 ・ ォーエムホテル ・ 地 Ji の庁舎 と人Wl *

FI 航ピル 主l! 築 *

. 1剥商の ・ マイコンの ・ 計画1: おける ・ 大阪駅と ・ 東海の将来 ・ オフィス ・ プレ1 トレスト ・ 軍30固目制揃古

主II 祭文化を 主l! 築への ・ 多緑化する ・ ill 築と コi ュニトンヨ ターミナル ・ 維持管型と と文化を インテリア 鉄筋ーコンヲリ ・ J <f! i 埴国際立Jt ・ Jll 合住宅と

考える 利用 迎動施設 * 品質管珂! ン1:1レゼント ピル 制 限 新 与える の変革 ート構造 1 ポ白川-t 生活苦

' / 31 

・ 21世紀への聞1. 1- ・ 関西の ・ ピJ レの ・ まちの活性化 . みどりと ・ i131同青年41耐E ・ ι光応m

魅力ある 樹高層ビル リ7 レツンユ ・ ｾｊ Ｚ量産業と ・ 住環境 と と尚，¥; 空UlJ ・ 消防設備の それをとりま〈 ・ 高齢化社会 ・ 床の榊工法 ・ ディテール システムと

まちつ〈り を問7 水 内舛装捕臨tl 簡 ロポ ット閲覧本 法制度 ・ 京崎駅前ロ ポイント 人 々 * と生前空間| の忠士n 立ｬＡｾ高
町現ｾ，軍属ー 本 i'i 閲覧ピル傘

・ 自由陣式へ町道 ・ 約暫l化を ・ ホー J レー ・ 也物の占的一 ・ II 築と水の ・ 接合一人 体 と ・ 村肝雌 ｾ ｾ の
・ 大阪湾物b ・ * 海の現在 ー盟筆家安井踏 めぐるl l ! 聾 それが生み i詰近の ・ 大阪国際 泌 ｌｉｾｧ ・ 都市と他国国 l l ! 藁にみる一 一断 i -;t. ・ 首13 2図

と近未来 ・ 燃 峨 を 部I附

- これからの ・ 庖 線ー その ・ 四Rデザインー ・ インテリジェ ・ 立II 築防災 ・ 閲覧ーその制遺

i住凶E凶空問昨一肺型 デザインと f;科;そげダι ニ臼 ン川川卜ばビル川の . 自で{ 体本叩j営主捌締 と法 . 2 11止蹴紀の 的附!仕t蜘掛仰l吋f町峨聾を .  CA油D一 . オ7 イス培空H附自 . 第叩百司l . jZ;Z恕rτ ンhヨ

聾告住悦古にみる 来州材 . 品は2J斗rえどらの f結2設備 とl:::L品J、

Ｎ 世肘貯 ｩｾ 従 1保I 管 . 也抽と町並Aの

・ 入浴物議 ・ 腐食 ・ 創立 70 /ill

i

l' ・ 糊 す る 胞投 2 ・ 宝内の/I :J.:Ll< ・ 駅 ・ 行政雄築家 ・ ンテイホテル ・2号の 接点 ・ 第34/n1

記念号 東海へ ・ 大阪府主L の可能性 の設備 街 っ く り * ・ lI {j 利投 JI ' -，'i'{ 1三校術者

体行会館 作 ＱＱＱｉ Ｇｬｾ

・ 軟弱地盤 ・ 設備における ・ 中団地Hの展望 .... _!.. ・ J l ¥骨住宅の ・ ro 35 1"1 

・ ホテル物活 と基礎 日C と ・ 述 物の外 装 ・ m心f，l i住 とひろしまの ・ 2 1世紀への . 申l振宇 ・ 絹 川 住 丘 リ7レツン."1. * Ｍ ， Ｇ￭ Ｇｩ ｬ ｾ 技術者 ・ 消質テレビ
・ 文化と蹴一束 ・ 醐 t; 泊五品 リ7 川ンユ 傘 ま1;"' "， !!(lI ifl *  を考える ・ 大阪府 Ｇｩｾ 普 ・ Ｘ 0  ｏ ｦｽ ｾｾ ｨ＠

梅からの報告 作品集

・ リゾート事情 ・ 色の復1ft. ・ 1古)J 化の ・ 構造の古) J lt ・ 部市環境創造

・ 夢をのせる ・ 竹中工務自 ・ 東海の新l l ! 第 ための材料 ・ まちづくり ・ ｨｾ 覧会と ・ m市lil 境創造 ・ 也築と アート ・ 鹿島建設k/li 正直 と設備H ・ 第 36 阿 ・ a 近の博覧会

輸送設備 制立関周年記念 と伝統妓術* 工 法 と法 まちづくり と技術I 理事; aJ↑昌作品襲 ・ ユーザー審血I ，lj 1'j? 技術. f i パピリ オン

のハウンング

・ 耳fl1ij の ffllrl i ・ プレハブ ・ 埠軍家のための ・ 高強度It - ・ やわらかな ・ 師市のナイス ・ ro 37 1"1 ・ 高祖時坦拘の

・ 商品化11宅 ・ ニュータウン j湘 ・ スケール感 住宅技術の ・ |五|際 iEと ff 醇74ス 設計の多峨It f:l: 明 朗 プレイス ，'i
1
1三技術者 頗闘の時代

のデザイン * J レネサンス ・ 佐賀市立t 会館・ . sUr: とポ米 緑の ド ｾｪ 覧 会 ピルによる をめざしてー* ユ ーザーの ・ 兵 ＱＡ ｉ ｉｹ［ ｴＮＧ ｩｾｻ 締 ・ 有 ｉｾ 山県の を迎えての

トスス夕刊 役;甲l のJj会み 暁望と景阻 e 外渡材

・ 新しい都市 ・ ォ; フ1ス ・ 東海支部 ・ 今. 京市 ・ ill 築と上木 ・ 理基をめ〈ι トヲ ・ 空間!の7 イデン ・ 自治体住宅 ・ ill 築とよ木 ・ スリムでタフ。

空 IIIJ づくり . 間よ副長問 復活 30周年 ・ k 制球海上 ・3252222 ・ 耳目融制ピル ・ 一般 号 * プルt その鰍 テイテ{ 政提への提言 ー榊遊技術 . 24LL弘、

ー I ー づ〈り叶ト ; fe2 ヒ・ルデイング 商量ピルによる ・ 近畿地方建設 ・ 坦誼型地のイメ ・ きん でん写員集 ・ 大林組創ｾ の |立升ー を与える

- ・ ; J ! 援の風;:t ＢＮＮＮＮ Ｇ ｾ＠ ターススタデ ，- 局営繕部 一γ7ップ作戦 ・ 大建設Jt40周年 1  0  0年配念 ・ 軍38自R可41揖E ンン ホジウム

・ 夢 物i硲 ・ こだわりの ・ 建築と ・ 盟聾車のための ・ 街創り‘ 住まい ・ 木構造を使っ ・ J書{ f ・ ＧＱＧ 困地 ｊｩ の ・ 屋台 で ｾｾの ・ いま住甚教育
人州わる. イ ン テ げ デザイン 設描知講一盤台 ・ 岬 現 境 制り寸主宅 。部 てみませんか 世聾分野への 町並みと帥 . 魁t寸3E に何が期待 ・ 京のかたち

ま 州 ね る ・ 鰐 333 - 車糊ー傘 明号ヴ空 附 の他築 !???1f Iiii こ 側主主可能性 秘 話 り た ; i i LM M Mか と色

. 部活9il ，' 刺繍古 ・ 環境ー ー ・ i吹阿のq，の ・ i.I! 築のI中lミ ・ 国際的ハート ・ 革40画百牧師

. 醐也軍事附 ・ 大阪府営綿 ・ 蛸の美術館 ・ 市民劇場の 限りある内然 ・ 郷 rli の インテリア ー髄技術の ナ ン ヅプの ・ 酬 I:Q) ・ ffllrl i担割 問 ・ 腕一人に

:忠;惣; |#物蕗館1 舞州台剖;投馴盟

. コピ- 文化の . 九州のイン^ . 0伊》勢 争桝神|ドt唯悩Z白( . 主娃控l ! 築のエネ .1明り別1F円l に1伶b旬Jnカか、 . 1住E空 i問l目川'.¥J にお . まちなかの . ，j本くと主叫辿l!築 . ，埋E革丑描町C∞G . 情遣工一 Ｎ 苛第ｾ 4川11回副

新時代 タレーンョン 式年選常と J レギ - Y' : < って一会貝 ・ いま、医療 ける底どこ 訂 版 ・ 日本主J! 築 ンミュレーンョン 也聾の中の韮 六年以 ｩｾｪ 古

・7?f品訟 と貌 宇桝神1ド 酬z

. 光がつ〈る . 飛P蜘F 美担狽;) . トイレカか、ら Ｎ 私 の Ｒ笠ｾ 11川"川i/ . 新 しいt 、rffll ・ 弘u挫l! 築梢 造と . 買第1 ，， 2 回

J員合の出界 ・ 音ー騒音から まちの活性化 兄t"ffll i/1 ・ トイレ宅nn ・ 援 会 ・ ユ日レサル 作 法一 会口 市・位! 築J 社会の般点 ・ ライ 7 ライン ，'i '1j三技術古

ホ 操音/srJ 昔へ と地方文It . 文化 ・ コZ モタワー デザインとは 作品 の悦 点 * ・ 円建，削* と也事設描* ・ 滋賀県蹴課

1996  ・ 阪神大震災 ・ 止町府住宅 ・ 述江その ・ 立 体ｾＮｴＮ Ｇ ｬ ｬｬ 品 ・ 見事 Ａｊ 附時に ・ マルチ ・ 民新のよ規模 ・ 弘の空洞作法 96

vol .77  から学ぶ 供給公社創立 地方銀興と 設備 生きる法体系 ・ いま、プール ・ It まいの メディアが ・ キコンセプト スポーツ綬枝 ・ 九州の元気 ・ 軍43附刺繍者

*  却周年f :i * 文化 *  ・ 大主l ! 殺，1/ ・ OAPタワーズ がおもしろい 未来像 つくる l世界 の新時代 施設の設備 ・ りん〈フの1作品 ・ 近盟地盟営楠揮

1997  

vol .78  

1998 

vol .79  

1999  

vol. 80 

2000 

vol. 81 
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. i I J 築のロン ・ 車梅支部会目作品 ・ 創立80周年記立 ・ ｦＺＡむｾｉｬリの ・ 斬エネルギー ・ クロスワード ・ モザイク昂市 ・ 私の官|削 ・ 百} 4  4回
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今 JI の表紙

デザイン/ 笹村欽也. 今垣内予想

建築写真ノ河合止揚

. 大阪中央郵便局

設計/ 過1 . 1 省( 由m鉄 郎}

施 工 / 消 本 組

政 工 / 昭 和14年

所( f . J也/ 大阪市北! 足掛凹 3 丁目

. 一見地味にも見えるとの作品

は. インターナショナノレスタイ

ルのお干本とされ‘ その:;'e! 盟な

プロポーションとデテールは.

見る t; の力量が問われているよ

うで 緊張する . 稚踏する駅前

にあ って. 永年にわたり抑えと

してあるこの名作の存住は大き

" .  ( 笹村欽也)

特 性会 。01

1917年 創 刊 第82集/ 通巻956号

cor呼T配NTS

特 集 . 私の空間作法- 会員作品

. 特集予告

12月号/ 第48自 膏 年 技 術 者

NHK大阪新放送 会 館

1 月号/ 国土交通省近量陸地方重

備 局

2 月 号/ 循 環 型社 会 を め ざ し て

一 再 生 。リサイヲ ル

四候畷の住宅 ・ 阿 久 ｩ ｾＡ 友 嗣

高石の家・岡崎普久

U- H OUS E. 森 村 政 悦

御所大正郵使局・矢部達也

クソレーフ。ホームかのん・歌 一洋

i前濃池近くの家・新居照和&ヴァサンティ
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神宗本庖改装・木原干利 2 5  

1st Avenir・田中啓文 26 

今津( 株) 本社ビj レ・岩下博美・浜田浩志・小島富士夫 2 7  

香々美の家・貴志雅樹 28 

KA邸 ・前川治彦 29 

須磨の家( 服口邸) ・塚口明洋 30 

ケアハウス秀東館・村重保則 3 1  

三回狭間が丘の家・小南- J i s n  

3維の家・上谷重男 33 

滝本整形外科・池上明 34 

神戸光の回廊( 旧居留地エリア) ・村上幸三郎 35 
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高生デザインコンクール入選者発表目話題建築を聞く @ NH K大阪新放送会館 ・大阪歴

史博物館. 兵庫県立新美術館「芸術の館 (仮称) J 見学会. まちなみ見学会⑥滋賀・

五個荘町. 読者と織りな す “ たて糸よこ糸"

国 際 障 害 者 交 流 セン ター“ ビッグ ・アイ " ( 団連 ・障害者の十年記念施設) 6  

奈良県立万葉文化館 8  

徳 島 県警 察 学校 10  

阪 明 治生 命 館 ラ ン ド ア ク シ ス タ ワ ー 12  

作品作風

gal lery 

建築の限

建築と教育 (遠藤精一) ・居内章夫 14 

プレハブ住宅再考. 本 多 昭 一 衝撃の世界貿易センターピル・坂雅勝 16 

BUI LDI NG F OR THE YEAR 2000. 上回惜也健康住宅・木村宗光

R E P OR T  

R E P OR T  

空間性能による精神の可変性・腹井明 36 

奈良県立万葉文化館見学会一時空を超えて、万葉の故郷へ誘う - ・小笹光彦 37 

新たな「神戸市住宅基本計画 (2001- 2010) J の策定・中原 信 38 

住宅性能評価の現状・上国弘樹/ 小柳義雄 40 

置換換気・成層空調方式・村田敏夫 4 2  

第3田村野藤吾塗築設計図展大阪都市豪観建築賞表彰式「色J ー 科学と芸術の出会 44 

いー.桃山学院大学公開講座 . r住まいの情報発信局J 開設. 友田多恵子展 . DE S I GN

N O W， AUSTRI A. 助成顕彰事業の公募. 札幌国際デザイン賞作品公募 . I NAXデザインコン

テスト「建築 100人 X 1 0 0冊展j 作品募集. r  Asia  Du Pont  Ant ron Design Awar dJ 最 優

秀賞を日本初受賞. 柴田正己氏、名誉博士に!

日本建築協会前副会長 ・岡本行普氏を偲ぶ・発天義久 46 

平成13年 9 月分 48  
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印 刷 2 0  0  1 年 10 月 25 日

発 行 2 0  0  1 年 11 JJ 1 日

発 行 入 社 団 法 人 日 本 雄 築 協 会

発 行 所 社 団 法 人 日 本 鐙 築 協 会

大阪市北1 ' ( 陶凹 1-1-3-2100

電 話 。ι 6348- 0635

援符臼l ' I ! 00910. 9. 39975 

印 刷 所 市 業 印 刷 昧 式 会 社

日本データネ ッ ト梓式会社

)Io ([圃 12∞f ' J  [本体価絡11431' 1)

迎築と社会 ・2001 .11 5  
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E彊 風

言語十 ・監 理圃

国 土 交 通 省 近 畿 地 方 整 備 局 営 繕 部

日E重言宣言十

言宣言十監修 ( 1古 リ ア フ リ ー ) ・

摂 南 大 学 田 中 直 人 教 授

施 工圃

三 菱 ・森 本 特 定 建 設 工事 共 同 企 業 体

電 気 設 備 工事 : (通 信) 北 陸 電 気 工事 ( 電力 ) 弘 電 社

空 調 設 備 工 事 : 大 気 社 衛 生 設 備 工 事 : 大 成 温 調

国際障害者交流センタ-

“ ビ 、 ッ グ - ア イ " ( 国連障害者の十年記念施設)

本施設は障害者の「完全参加! と平等j を目指して、三mもが利用し易

L 、施設として建設された。

直角直行の平而とｪｻｪ剣ｾした低Ａ習の断面とし、メインフロアである Ｑ

|街にホールや研修室など全ての主要諸室を集約して、分かり易く使

L 、易い桃成とした。宿泊三笠は 2 ・ 3 1絡に 9"1.ゑを介して他 の諸室と離

して配位し、眺望の良 L 、'，1' (tかな線上党を縫保した。

建物のどこからでも直機、外部のバルコニーや広場に水平移動で避

難出来る安全な胞設とした。

ホールは ｌ 立大 ＳＰＰｭｾ の ｾ ｉ ｉ 精子が入れる今までに無 ｌ りイリアフリーの

多目的ホールとし、館内全体に異なる磁類や程度の障害に配慮した

諸設備を設けて、 ii ffi もが利用出来 る “ 一歩進んだバリアフリー" を

目指した。

計 画 初期 より、障害者 専門家の参画による聞かれた設計体制 で 始

ま り 、 基 本 実 施 設 計 段 階 で の ヒ ア リ ン グ ー机上検討に加え、施工

段階では原寸モ ックアソプを 用いた障害者自身による検証実験でさ

らに踏み込んだ検討を行った。 また、オープン後も 使 い勝手に関す

るアンケー卜等のフォローを予定しており、より使い易いユニパー

サルデザインを一貫して追求して行く 。

所 在 地 一 一 一 大 阪 府 堺 市 茶 山 台 1-4

敷地面積一一一 7 ，95 9 m

建築面積 4 ，9 1 8 m 

延床面積 一一一 11 ，9 1 7 m

( 遼松展弘 ・堀井保買1] / 日建設計)

4荷造規模 一一一 R C、一 部S 、3 F、B 1 F、P1

工 期 一 一 1998年 12月- 2001 年3 月

最 寄 駅 一 一 一 泉北高 速 鉄 道 泉 ヶ 丘 駅

樋 影 一一一 エスエス大阪

ｾ ‘＠
. _  
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亙工二
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客 室 棟
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E温 風

設 計 ・監理・

奈 良 県 万 葉 ミ ュ ー ジ ア ム 建 設 室 ・ 安 井 建 築 設 計事 務 所

施 工圃

竹中・ 森 本 ・村 本 ・仲川・ 藤 井 特 定 建設 工 事 共同 企 業 体

奈良県立万葉文化館

本施設は、万葉集を初めとする我国の古代文化に l刻する総合的研究

機能をもっ 0: 1'核 的文化施設として、さらに地域の活性化 を図る文化

観光拠点として、万ｾのふるさと明日香村に ｊ 十 両されたものである 。

鐙 設地周辺には、飛鳥寺や、酒船石など文化巡跡が点在し、近接し

て棚田や対Ｑｉｾののどかな里山風景が広がり、ト 「 控の丘や大和 三 山 な

ど古えより変わらない風 景を眺望できる 。 ここでは、 “万葉" とい

うテー 7 性をいかに表現し、かつ万葉集ゆかりの歴史的風土が多く

残る 明 日持 村 の風対に述る計画とするかが大きなｾ題であった 。

建物は、 TJ 本銭を銚造した炉跡哲学を復元展示する 中庭を 聞 にはさみ

管 理研究練と展示板tの 2*，. . I i 椛成とし、その聞 をブリ ッジで繋いだ。

竹島 Ａ研 究都 ｾ 1 階は炭示導入部のエン トランスを 中心にカフェ、 シ ョ

ップ、図五日情報室 を配し、地下に万楽古代学研究所を設けている 。

展 示株 l 階 は|間仕切 り墜の移動 によ り多様 な空間 を演出できる 日本

画展示室や、多目 的利用を可能とした企画展示室を設け、 地下には

広く万葉の |立界を紹介す る一高知震示室と、 出士した巡椛 を展示する

特別展 示室 を配し、各々機 能特化 を図 った。

外 観の特徴として、 反面に大き な株持ち柱を設け、また壁面に は校

倉風 のディテール を施 すなど、古代建築のもつ京朴 な力強 さを表現

するように努めた。 ロビー空間 から述紛する 凶季のうつろいを感じ

させる庭闘は、ひ とH寺の|時間の流れを伝え る背景となり 人々を魅了

す る展示空間 となればと 考え た。 ( 永島敏郎/ 安井建築設計事務所)

回 V YJ 二7 司
有暢he静 子i¥!lIIζ...- 一一

..戸=-
L正骨

・・・・J 二三直豆E
〆、マ.

所 在 地 一一一 奈 良県 高市 郡 明 日 香 村 大 字飛鳥 10

敷地 面積一一一 38，363.93rrl

建築 面積 一一- 6，223.71 rrl 

延 床面積 一一一 11 ，090.47rrl

4耳造規 模 一一一 S R C ' 一 部S 、2 F， B 1 F  

工 期 一一一 1998年 10月- 2001 年 3 月

最 寄 駅 一一一 近 鉄 ・慣 原神 宮 前 駅

撮 影 一一一 名 執一 雄

園田II! ! !圃

左 頁 上 よ り : 北 東 よ り 望 む 左 下 東 側 ア プ ロ ー チ 右 下 : 西側列柱廊

右買上 より: 北曲IJ 展 望ロ ピ 、 日本画展示室、企画展示室、一般展示室
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所 在 地 一一一 徳島県徳島市論田町中関51- 1

敷地面積 一一一3 0，401m 

建築面積 一一一 1，9 0 2 m

延床面積一一一 3，1 1 7 m

4荷 造 規 模 一- R C - 3階

工 期 一一一2000年3 月- 2 0 0 1 年3 月

嫌 影 一一一上諸尚美



作E 彊

置葺 風

企 画 ・設 計 監 修・

国 土 交 通 省 四 園 地 方 整 備 局 営 繕 部

基 本 設 計 ・実 施 設 計・

東 畑 建 築 事 務 所

工 事 監 理・

国 土 交 通 省 四 園 地 方 整 備 局 営 繕 部

東 畑 建 築 事 務 所

施 工.

佐 藤 工 業 四 国 支 庖

徳 島 県 警 察 学 校

徳 J込Tl' i 南部に位世する 当敷地 は、塁手察学校と機動 隊が悶}，5する広大

な敷 地 で、平成 Ｘ 年に 学 生寮が辿てられるまで、各 ＱＱ キ代の社 会 Ｇ ｴ ， Ｇｩ Ｎｾｾｴ

や学生数の変化 lこ応えた、峨々な 卜J-鴎 b1!! 設の増改築が行われ、 全 体

としてまとまりの欠けた施設併とな っていた。

本工' ドでは、 毒事察官としての基礎的な教養訓練を受 けるための 「本

館 J と、柔剣道の訓練局である 「辺 喝j を改築している 。 これまで

の反省を踏まえ、政 ｦ 也 全 体 で統 ｾ ｾｾと 一 体感のある施設併を ＱＱ 指 し

マスタープランを椛 築、将来にE り支障をきたさぬよう、噌I侃斜lの

統 一 や施設 動 線の集約 化 などのシステムを［｟ｮＭｾｊｩ￭に感り込んでいる 。

まず既存学生寮との IsIに小路をつくり込み、その姐りに作胞設をつ

なぐ回廊を配位、 学生たちの生活の 中心として機能し 、規 律正 しい

生活の中に ilMl いと安らぎを感じ取ってもらえるような 、Jttli J立の核と

なる 「幼」 を創り 出 している 。県瞥の歴史や活動を来校者におi介す

る資料展示 コーナーをこの <1' 庭を取り四むように配位、外部の広が

りを取り込んだ透明感と IJ f.I 欣感のある空r:JJ を確保している 。

また各施設では、豊年察官としての教授訓練を快適に、効率よく 学べ

るよ う、光と 風を建物内に積極 的 に取り込み、消々しくて気持ちの

良 い学習 ・訓練環境を創 り出 して い る。各|衝に、学生交流スペース

やアメ ニテ ィスペ ースを確保する など、学生が 、語らいながら楽し

く学べ、ｾ かな人材を育 成する学校 を 目指し て いる 。

左買上より: 本館 南 東側

外 観、本 館 ・

アプローチ

中庭より道場 ・

本館を望む

右頁よより 1 陪・資料室

より本館を望

む、本 館 正

函 外 観

1 階 ー資料室 、

1 陪 ・廊下吹

銭け廻り

( 笹村欽也 / 東畑建築事務所)





作 E司E

E温 風

言宣言十・

竹 中 工 務 庖

スィテ，
，
J

 

、ン
アフイ

一ア
イ

庖

テ

務

・・

エ

理

ヌ

中

監

エ

竹

施 工圃

竹 中 ・ 不 動 ・奥 村 ・銭 高 ・ 大 末 ・大 鉄 建 設 共 同 企 業 体

大阪明治生命館

ランドアクシスタワー

大 阪 の 活 性化 のために、 「御 堂 筋」の再生がJ tH待されています。 と

りわけ淀屋柄、本IUJI 首lは、新時代の格開けにめ って古いイメー ジの

払拭が望まれます。

館 は 平 成 7 年に施行された 「御堂筋のまちなみ誘導に関する指導

要綱J の適用を受けた御堂筋商iJll!f# 区における初めての建物です。

昭 和4 0年に峻工した旧貧富の 建 替工 事でしたが、環境への配慮、から旧

地下級体の大部分を再利用し、また地下 l 階に免震装置を設置して

御堂筋初の免渓梢造の建物とするなど、新しい試みを多く取り入れ

ています。

:l i"iI!1i では御堂筋に新しい息吹 を生み出すこ とをテーマとしました。

外装のフロアとフロアをつなぐ以く相級なガラス板とリズミカルな

影を ｲＮ 年とすアルミフレームは、 Ｎ ｬｩＧ ｋＧｩｾ かで深みのある外観を創り出

しました。 ガラスに映る 空 や3 は ビ ジネス1 J . j を行き交う人々に安ら

ぎをワえています。建物の足元は 2 陪吹抜けのエントランスホール、

ピロテ ィ、公関空 地 として束刊の街路を一体化し、街に広がりとゆ

とりを生み出せた と思います。

この出物の完成が、シンボルロード「御堂筋J の新たな殻1m形 成 と

まちなみづくりのき っかけとなることを期待します。

(村 ) 11洋一/ 竹 中工務庖)

』 司区務宜 日

.  

4・

4・

.  

.  

.  

.  

4・

.  

司区務宜

事務室

ントラ ノス I  I  
車 寄 |  

ホー ル ピロテ ィ

， ｾ＠

同 日村 同 門 何叫 門 件 弓

IU Jl I' 下 Ii 1'1 四 1 Ii 

l除制 1'111"''1 Ii 1'1 

御堂筋

絡i l I

断面図 1  :  1200 

所 在 地 一一ー 大板市中央区伏見町4-1- 1

敷地面積 一一一 3 ，023. 66m

建築面積 一一一 2，112. 96m

延床面積 一一一3 3，852.9 4 m

4茸造規模 一一一S R C 、R C、S 、B3 F、14F、P H1 F

工 期 ー一一一1999年 2 月 - 2 0 0 1 年 8 月

最 寄 駅 一一一大阪市営地下鉄御堂筋線・淀屋橋駅

撮 影 一一一野 竹 満、古川泰造 (右頁下)

左 頁 : 御 堂 筋 側 全 景

右頁上より 、基準階事務室、工ントラ ンスホール、商函ピロティ



まち- 建築 - ひと

14  温築 と社会 ・2∞1.11

建築と教育

前橋工科大学教短

遠藤精一

現在の日本は 、建築を造るための教育

に多くの努力を積み重ねた結果、世界

でも稀な技術大国とな っている。

しかし周囲を見回してみると生活環境

はG D P世界第2位を誇る国の潔境とし

ては誠にお寒い限りである事は 、誰も

が気づいている 。

我々建築を造る侭! としては一生懸命、

良い建物を造れば必ず使う側の理解が

得られて、結果として望ましい環境が

得られるはずであ った。

しかしそうはならず、むしろ地球環境

の問題にまで広がった建築廃棄物の山

は我々の行く手に警鐘を鳴らしている。

事実、新聞雑誌等一般のメディアはこ

とごとく反建築の方向に向いている。

箱物行政の行き詰まり 、公共投資はも

う沢山だ、等枚挙にいとまが無い。

我 4 は建築を造るH寺、どうすれば良い

建築になるかよく知っている。

しかしその事を使う側の人々にきちん

と伝える努力を充分してきただろうか。

これからの建築教育は 、造る側のみの

価値観だけでなく 、使う側の人々にも

充分I! j 弊をして貰える環境造りを心が

ける必要がある。

分かり易い建築とは 、自分達が馴染み

やすくそして環境の良さをみんなが共

有出来る家であることに他ならない。

分かり易さを身につけるための訓練と

して、前橋工科大学ではワークショ ッ

プの講座を開いている。 自分達で考え

た物を、自分遼で造り 、そして自分遼

で使いながらメンテナンスを行う 。

一年聞を通してキャンパス内に展示し

市民の皆さんに親しんでI頁きながら 、

環境造りの理解を得るための実験が始

まった。

えんどう也、‘ いら

遠藤精一

1940  東京都四谷生まれ

1964 早稲田大学理工学部建築学科卒業

(卒業時村野賞受賞)

1966 早稲田大学大学院理工学部

建築学科建築計画専修修了

(株)槙都市・建築総合計画事務所入社

1970 (株)エンドウ総合装備入社 社長就任

1974  (有) 工ン卜‘ウプランニング一級建築士

事務所設立社長就任

1976 早稲田大学専門学校設計講師就任

1990  (縁) エンドウ総合装備本社としてハイ

パードーム・Eを建設 会長就任

1992 渡辺達夫さんを中心lこしてハイパード

ーム・Eの会を設立

ハイパードーム Eにおいて文化活動

を開始

年に春と秋の2回、音楽、朗読、講演

等を行い現在第21回目を迎えようとし

ている。

1997 前橋市立前橋工科大学教綬就任

現在に至る

撮 影→塁藤精一

企画編集ー居内章夫 ( 作品作風小委員会)
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AR CHI T E CT's  ゼY E

プレハブ住宅再考 i 衝撃の世界貿易センターピル

本 多 昭 一

最近「プレハブ住宅」という文字を見かけなくなった。住 宅

メーカーが使わないようにしているためであろう 。1960年代に

は、この名称は誇らしく使われたのであるが、施工不良による

欠陥問題が度々起きた乙とや、低品質の仮設校舎などのイメー

ジと重なり易いことから嫌われたらしい。

しかし、そうであったとしても、プレハブという用語にはf可

の罪もない。 プレハブpre-fabri cate することは建築にと って

プラスの面が大きいのである 。今 更言 うまでもなし功、も知れな

いが、建築生産労働の困難や危険の多くは不安定な現場の屋外

作業に起因しているから、プレハブ化によって改善できる 。 ま

た、建築物の品質問題の大部分は製造過程でのチェック不足か

ら起きているのであるから、これもプレハブ 化 で大幅に改善で

きるはずである 。現場作業も、大組織による研究と管理によ っ

て不断に改善でき、総合的に高品' 買の建築( 住宅) が生産・供

給できるはずである 。

しかるに、いまだにメーカーの住宅の欠陥問題があちこちで

起きているのは何依なのか。 プレハブという用語忌避よりも先

決融題があるのではないかと考える咋今である 。

京都府立大学人間環境学部環境デザイン学科教綬

BUI L DI NG F OR  T HE  Y E AR 2000 

上 田 信 也

ミノル ・ヤマサキが、位界貿易センタービルの設計に↑ 亡殺さ

れていた頃、ナタニエル・オウイングは首都ワシントンのぺン

シルベニアアベニューの整備に波頭していた。

彼等を含む当時のアメリカ建築界の大御所を特集し、 21世 紀

の建築の在り方を予測したのは、タイム誌の1968年 8 月 2 日号

であ った。 ジャーナリズムは勿論のこと、 一般市民も鐙築には

我国よりはるかに関心が強い米国に於て、当H寺、食品産業に次

いでC D P比10% の地位をまだ占めていた建設分野を、生活と

産業の両国から市民に啓蒙するのは、 ジャーナリズムにとって

自然なことであった。 そこでは、個々の建物の美醜を論ずるの

ではなく、ようやく怠識され始めた環境; -E NV I R ONME NTと

いう見地から、建築家による “E NV1RO N ME N T PL ANNI NC"  

が、か つて の 鉄 道 や 高 速 道 路 に 匹 敵 す る 魅 力 と 必 要 性 を 持

つ 乙 と を オ ウ イ ン グ を し て 語 ら し め た 。 S O M創 始 者 の一 人

で あ る 彼 は 、 定 に一 つ の 計 画 を 巡 っては、市民を味方に、

不動産会社に翻意を、銀行に決断を、行政に支援を夫 迫々り、

良案を進める政治的能力に長けていた。

レバーブラザーズビルやアルコアピルに代表される建築と都

市の在り方の採求の後、 20世紀のランファンたらぬとぺンシル

ベニアアベニューの整備を始め、者11市的観点に立つべき建築の

ために、空間 .11寺間に加 え 政治という第 5次元を導入した彼に、

21世k: e l 初頭の今、私は彼にその奥義の伝授を再び乞いた p 。

大建設計取締役京都事務所長

16 撞 祭 と 社 会 叩01 .11

坂 雅 勝

9 月11日の夜、帰宅途"1" の屯車内で、旅客機がビルに突っ込

んだという乗客の会話に、映画の話でもしているのかと思って

テレビを見、ハイジャック機のニューヨーク世界貿易センター

ビルへの 2 度にわたる激突、それに続く僅か 1、2 時間後のビ

ル崩;域の映像に、のけぞるほどの衝撃を受けたが、このことは

世界中で、また同H寺に見ていた者全 てに共通すると思う 。

ピル崩壊の原因は、鉄什の破断・その後の高熱による耐力低

下や特別な構法が災いしたとか、いろいろと 言 われている 。原

因の究明はいずれ行われると思うが、アメリカの経済力のシン

ボル、ニューヨークのランドマークが我々の眼前で、崩れ去った

こと、航空機を利用 した自燥テロという誰も予想のつかない攻

喰には、建築梢法も防災設仙 もま ったく無力で、あ った乙とは、

計り知れない衝撃と喪失感をうえた。

それにも増して、ハイ ジャック機の釆客- 乗組貝、高層|椅に

取り残された人々のそのときの絶望を思えば言葉は空しく思え

る。

この不条理な出来事に遭遇し、亡くなられた方々のご冥福を心

からお祈りする 。 大阪市住宅局理事

健康住宅

木 村 宗 光

何時頃からこの呼称がはじま ったのか、 10年程前であるが、

この11乎名は 「健康になる住宅」 という定、l床ではない。 ( この点

でこの呼称はいささか誤解ーを与える紛れ、があり、住宅にこの織

な名前を付けることにはためらいがあ って余り使わない)

この名前の名付け親かもしれないかもしれない研究会 が発足

したのは同じ頃である 。現 在 で はNP Oとなり、幅広い活動を

している 。今まさにその時代の到来である 。 この研究会では住

宅とそこに住む人との係わり合いを健康と言 う視点で、捉え、 今

の住宅が健康に問題が無いか、今後どの様にあるべきかを様々

な角度から調査、研究を行っている 。

確かに今日の住宅は新しい工法や材料の出現により耐震性、

耐久性、省エネルギー性など居住性能は飛躍的に向上したが、

反面新たな問題に直面している 。 その一つが住宅室内の空気質

である 。建物の断熱性や気密性が向上したため、主I ! 材から放出

されるホルムアルデヒドに悩まされている 。又、内装材などの

4愛着剤や塗料からでる溶剤も人体に良くない事が分かつてきた。

之の総なことから、住宅の作り方が少しず、つ変わろうとしてい

る。天然素材に近い物を使おうとし始めているのである 。 その

多くは我々が過去に長い間使っていたものである 。 その持って

L 、る性質を調べてみると気候や原L土に適し、人間に優しい索材

であることを改めて知るのである 。 大和ハウス工業{揖)取締役

建築の限
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日 本 建 築 協
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口

口口 特 集

本稿と秋酎が重なってや って きます。今年も会員の力作18作品をお届け

いたします。例年は住宅が多いなか、本年はバラエティーに富み 、生活

観のあふれた各種の建築が応募されています。 この特集が会員皆様の参

考になり 、刺激とな って、 さらなる研鎖努力の契機となりますよう、念

願しております。

編集委員長宮田照久

企画作品作風小委員会

掲由自願については、作品作風小委員会の編車方針により決めさせて いただいて おります。

強鑓と社会 ・2001 .11 17  



木造

阿 久 津 友 嗣 阿久津友嗣事務所

西 面 外 鮫

住宅を設計する際、特別な理由のな

い限り木造で考える。木造のよさは 、

軸組の架構による惰成なのだと考え

ているので、構造部材はなるだけ「現

し」にすることにしている 。

しかし 、そういう気持ちと現実とに

はどうしても食い違いがあり 、柱、

梁だけでやりたいのだが、耐力壁が

必要だ った り、婿造をすべて見せて

いこう すると 、設備の配管が通らな

かったりとなかなか思うようにいか

爾 面 夕 景

ない。

四傑畷の住宅は 、プレカット集成材

と金物ジョ イン卜工法の組み合せに

よって 、通し柱の断面欠損を最小限
- 四傑畷の住宅

に抑え、 2 5本という在来木造とし
所 在 地 大 板 府 四 候 畷 市

ては異例の通し柱数を確保した。車自 構造言宣言十 下山建築設計室 下山総

組計画や、精度のよい加工、品質管
施 エ 山 中 工 務 庖

E里上などの点においても 、木造とい
敷地面積 239. 99m 

うより 、鉄骨ピン矯造に近い。
建築面積 110. 83m 

(阿久津友嗣)
延床面積 162.8 9 m 

4膏i量 規 模 W 、2 F

竣 工 2001 年 6 月

1量 影 市川かおり

2 階 子 世 帯 食 堂

18  



東側 正面 外 観

テ .;1 キより見る リ ピ ン ず か ら た た み の 問 を 見 る

街に閉したファサード

岡崎善久 岡崎善久建築設計事務所

南海電鉄・高石駅から東へ歩いて 1 5

分のところに 、新しく開発された位

置に 、この計画がある 。建売住宅が、

45戸建ち並び、雑然とした風景に 『ポ

ツンj と、この住宅が建 っている 。

この敷地は 、東西に長く 、北側lに建

物を配し、 1/3 はコートや駐車ス ペ

ースをとり 、この南面からの採光を

基本とした計画で進める事にした。

一階に 、浴室 、夫婦寝室、おばあち

ゃんの部屋には 、 ミニキ ッチンを設

けた 。階段をのぼ って、二階に上が

ると 、大きく切り取られた壁面が目

に入 って来る 。その切り取られた壁

面から 、 リビンクい っぱい に光を気

持ちよく浴びることができる 。 また 、

大きく切り取られた壁面は 2 本の柱

で支えた 。そして、キ ッチンの横に 、

子供室を配して 、学校から帰 って来

ると 、いやでもお母さんの顔を見て

部屋に入らなければならない。一家

庭の関所と名づける一子供室はメソ

ネッ トとし 、上階は子供の遊び場で

あり、寝室でもある 。たたみの間は 、

くつろぎ、寝ころび、客間として 、

たたみを敷き並べただけの暖昧な空

間であるが。住宅において大切な

『問』である 。 そして 、南面のデ ッ

キは 3 寸角で敷き並べ、 空間が外部

へと連続し、広がっていく 。 また、

外部階段を作ることによ って建物に

入らず 、コート を通ってリビングに

お客を迎え入れる事が出来る場。回

遊する空間である 。

外観は コンクリ ー 卜の箱と木造の箱

を重ね合わせた混梅造のファサ ー ド

で表現した 。 この無表情なファサ ー

ドは 、雑然とした風景にくさびを打

ち込んだようなものである 。

最後にオ ール電化であり 、電気温水

器を室内にとりいれてメンテナンス

をしやすくした。

(岡崎善久)

- 高石の家

所 在 地 大 阪 府 高 右 市 加 茂

施 工 建 築 工 事 プ ロ デ ユ ー ス

敷地面積 100. 238rri  

建 築 面 積 56.9075rri  

延床面積 137.065rri  

構 造 規 模 S (1F ) 、W (2F、ロフト)、 2F、ロフト

竣 工 2001 年3 月

撮 影 松 村 芳 治
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外 観 全 策

外 観 夜 景

20 

うつろう光

森 村 政 悦 森 村 政 悦 建 築 設 計 事 務 所

この建物は 、京都の昔ながらの商業

地の中にあり 、庖舗併周住宅と して

計画された。

道路に接道する間口 1 0 m、奥行き

15mの敷地に対し前面を駐車スペース 、

奥には既存建物を残し 、 1 階は工場

と事務所を 、 2 、 3 階は住居スペー

スを配置した。

9 mX 9 mの平面は 、 6 mと 3 mの

2 スパンで矯成し東西方向に開かれる 。

東側外壁に設けられたアルミルーパ

ーは 、貫通する視覚を制御します。

夕暮れになり室内に明かりが灯ると 、

垂直に伸びた壁面とフラ ッ トスラブ

のもたらす明解な架構が姿をあらわし、

アルミルーバーの意識は大きく滅少し 、

外部に対し大きく開くことになります。

そしてこの建物は、機能的また景観

的にも 1 日を通じ自然と共に時間の

変化を作り出す装置でありたいと考

えます。

. U- HOUS E  

所 在 地 京 都 市 中 京 区

施 工 野 口 工 務 底

敷地面積 156. 50rri  

建築面積 67. 07rri  

延床面積 180. 82rri  

構 造 規 模 R C、3 F

竣 工 2∞1年4 月

11 影 植 田 三 代 治

(森村政悦)



職 員 休 憩 室

お 客 機J レーム

となりの田圃から

家みたいな郵便局

矢 部 達也 矢部達也建築設計事務所

市街化調整区域に建つ特定郵便局舎。

敷地形状から決まる平面の長細さを

生かすこと 。

お客様ルームと窓口事務室を、長手

方向に分割し 、動線の単純化、短縮化、

スペースの有効利用を図 った。

規定の面積内で不要部分をできるだ

け削り落とし、お客様ルー ムの一角、

中庭に面して、この局の中核ともい

うべき コミュ ニテ ィスペースを捻出

した。利用客の談話、休憩、展示、

インターネ ッ ト体験などに供されて

いる 。

お客様ルームと窓口事務室の一体空

間を規定の木造で実現するために、

集成材の S E 工法を採用した。天井

は梁と屋根パネルをあらわし、壁、

床も木質材。田園地域の小さな公共

施設にふさわしいウォーミンクな印

象を与えることを期待した。

(矢部達也)

- 御所大正郵便局

所 在 地 奈 良 県 御 所 帯 御 羅 133

施 工鍛治田工務庖

敷 地 面 積 310. 27m 

建 築 面 積 137. 94m 

延 床 面 積 137. 94m 

4膏造規模 W (築 成 材S E工 法)、 1F

竣 工 2001年3 月

撮 影 矢 部 達 也 建 築 設 計 事 務 所
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1 階共有空間は 2 階共有空間、 3 階へとつながる

ファサ ー ド 右 側は「みせづくり J で、 閉 じら れ た し と み 戸 と 濡れ 縁 ( 斑)

22 

集まって楽しい空間

歌 一 洋 歌一洋建築研究所

西側フ ァサード。個室ベランず床1I メッシュ

かのんは密集地に建 っている 。路地

空間を少しでも豊かにしようと玄関

脇に「みせづくり」形式 (徳島県南

の漁村に多い) を再現した。

上部はしとみ戸、下部は折り畳み式

の濡れ縁になっている 。ここで近所

の人たちの コミュニケーションを図る 。

建物の構成は南側l中央に光 、風、雨

を導く土の庭を設け 、半内部化され

たこの空間によ って人も建物も呼吸

ができる 。内部も庭に面して 3 層 吹

抜けになり 、入居者がお互いの気配

を感じ 、生活にうるお いを持たらし

ている 。

各個室には全てテラスがあり 、 3 階

のテラスの床はメ ッシュを使用して 、

下階の通風、採光を考慮した 。

(歌 洋)

- グループホームかのん

所 在 地 大 阪 市 生 野 区 中 川 東2- 17司 2 4

施 工 大 鉄 建 設

敷 地 面 積 146.49 m  

建 築 面 積 84. 96m 

延 床 面 積 185.5 9 m 

構造規模 R C ( 1F) 、W (2、3 F) 、3 F

鎗 工 1998年 12月

;量 影 松 村 芳 ; 台 、 歌 一 洋 ( ※ )



2 階 広 問。 空 間 を見 渡 す

タ景。庭 か ら住 宅 内部を 見る

大地と結ぶ杉列柱空間

新居照和&ヴァサンテイ 新居建築研究所

南面する 1階吹き抜け広縁と 2 階大

広聞を立体的に配置して 、農家の庭

と一体化する住空間を試みた。一間

余りの軒の出が夏の強い日射しをさ

け、冬は南から太陽の恵みをい っぱ

いに受ける 。そして 、家全体に空気

が巡るように大屋根で覆 った。105

X210の杉通し柱と 、末口210高さ 6

m の杉丸太柱が、 間おきに並ぶ列

柱に応えるように梁を組み、地場材

の力強い一体的な空間を生み出そう

とした。北面の天空光を取り入れ、

西面はのどかな里山が拡がる風景と

つながるような大きな窓や空中デ ッ

キを配置した。

- 満濃池近くの家建築主はこれから 、周りの里山や近

隣の樹種にあわせながら前庭を樹木

で囲み、植栽を楽しんでいく 。

所 在 地 香 川 県 仲多 度郡イ中南町

(新居照和)

施 工 神詫 組

敷地面積 421 .96ni  

建 築面 積 133.13ni  

延 床面積 220.28ni 

備 造 規 模 W 、 2 F

工 期 2001年 1月

織 影 北 田英 治
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夜 景。長 堀i且(北 側) より見る 南{ 則より見る

24 

アクティビ‘ ティを感じる

吉 村 篤一 吉村総ー + 建築環境研究所

昼 景。長 堀通 (北1 H11) より見る

この建物は、近年賑わいが増してき

ている北堀江に建つ 3 階建ての庖舗

ビルである 。北側が長堀通、西 ・南

{目IJ も合わせて三方が道路に面しており 、

多くの人が行き交 っている 。 これと

合わせて南北方向に細長い狭小敷地

であるという条件の下で、辺りを行

き交う人々にと ってそれぞれの底舗

の様子が容易に感じられ、ゆるやか

に上階の庖舗へ導かれていくことが

テーマとな った。 3 ヰ主のスラフのみ

で形成されたフロアをガラススクリ

ーンで包むとともに 、直進階段を西

側道路に面して設けることにより、

小規模なものではあるがビルを訪れ

た人やそこで働く人のアクティビテ

ィを感じることができ るようにな った。

(荒木公樹)

- メルクール四ツ橋

所 在 地 大 阪 市 西 区 北 堀 江

施 工 藤 木 工 務 唐

敷 地 面 積 78. 69rrl  

建 築面積 69. 20rrl  

延 床 面 積 202. 13rrl  

情 造 規 模 S 、3 F

竣 工 2000年8 月

煩 影 大島勝寛



正面 外観

庖内よ り玄関側を見る 飾 り 棚

現代の空間に伝統を表現する

木 原 千 利 木 原 千 利 設 計 工房

大阪の老舗の佃煮屋さんの改装である 。

江戸時代より受け継ぐ手作りで究め

る上方の昧に呼応すべく、町屋の伝

統手法を利用している 。

古くから町屋は間口は狭く、奥行き

が長い。道に面したファサードは格

子で矯成され 、また入り口に導く露

地がある 。

この! 吉では、その町屋の露地空間を 、

町屋格子の内側に作りだした。

外観 4 層を形状の異なる錆色仕上げ

のステンレス格子で覆い、 1 階は全

面開放出来る引込みの格子戸とし 、

その内側の床は自然石と三和土で仕

上げている 。石には常に水が打たれ 、

喧喋の街と「みせのま j との干渉帯

としての露地が現れる 。

季節の生け花が飾られた露地を通り 、

みせに導かれると 、神宗所蔵の久留

米屋敷の絵がはめ込まれた左官の壁、

処々の飾り物 、そして正面には 間

半の床の聞が客を迎える 。 この床に

は四季折々の飾りが工夫される 。 こ

の床の間飾りに 、何度も足を運んで

くださる客への后主の心配りが感じ

られる 。

この庖は 、お客様にゆ ったりとした

空間の中で 、日本の伝統を感じ取 っ

て欲しいというオ ーナーの心の表現

でもある 。

(木原千手IJ 、 多 国 雅)

- 神宗本届改装

所 在 地 大 阪 市 中 央 区

施 工 高 島 屋 ス ベ ス ク リ 工 イ ツ

改 装 面積 121 .75 m  

構 造 規 模 S 、 4 F

竣 工 2001 年3 月

織 影 松 村 芳 治
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事務所アプローチ

ファサード見上げ

エ ントランス夜景

26 

視線をつなぐ

田中啓文 田中啓文総合建築研究所

1階に貸事務所、2 - 6 階に単身向

け住戸、6 - 8 階に卜リプレ ッ 卜の

2世帯住戸 を配した コンプレ ックス

である 。

1階の事務所へは、建物の隙間の露

地状の空間を経てアプローチする 。

この露地状空間は、 オート ロックを

備えた住宅部のエントランスと動線

的には区分されているが、天井い っ

ぱいのガラススクリ ーンによ って千見

覚的に一体化されており 、限られた

敷地の中でできる限りの豊かな共用

空間を生み出すと共に、両者の融合

が意図されている 。夜間、光壁とな

る事務所のガ ラスフ ロック面は住宅

部エントランスを華やいだものにし 、

また通りかかる人身の視線を内に引

き込む効果も果たしている 。

( 田中啓文)

. 1  st Avenir  

所 在 地 大 阪 府 東 大 阪 市

施 工 梶 原 組

敷 地 面 積 402.32rri  

建 築 面 積 195.02rri  

延 床 面 積 1，101 .11  rri 

構 造 規 模 R C 、8 F

竣 工 2001 年3 月

撮 影 河 合 止 場



階 段 室 ( 外 観)

ミニ ア トリウム 階段室 ( 内観 )

喧騒かう静寂ヘ

岩下博美・浜田浩志・小島富士夫 大林組本応一級建築士事務所

エン トランス

- 本建物は 、配送センターが密集す

る特別工業地区に建つ本社ビルです 0

. 車の騒音や排気に晒された場所に

おいて 、如何にしてアメニティの

高い空間を創り出すかが、計画の

焦点となりました 。

こ こ で は 執 務 空 間 を ふ 3 階 に 設

置する事で地上の喧緩から切離す

と共に 、 ミニアトリウムを設け 、

トy プライトから自然光を取入れ

ています。

- 周辺環境から守られ、静寂と光に

溢れた気持ちの良い空間となりま

した。

この吹抜空間には休憩コーナ を

設け 、上下階問での交流を含めた

活発なコミ ュニケーシ ョンを可能

にしています。

また 、 1 階と 2、3 階を結ぶ階段

室は 、 2 枚の外壁間に挿入し 、交

通量の多い前面道路から守ると共に 、

日中は自然光、夜間は間接照明に

より多様な表情を創出しました 0

. 喧騒から静寂へと至る期待感を演

出する為に、踊場には絵画を設置し、

単なる移動空間としてではなく 、

ギ ャラリー 的空間として階段の持

つ機能を拡張しています。

(小島富士夫)

- 今津( 株) 本社ビル

所 在 地 大 阪 府 守 口 市 南 寺 方 束 通6- 55

敷 地 面積 521. 62m 

建 築 面積 357. 55m 

延 床 面積 1，025.46 m  

構 造 規 模 S 、3 F

竣 工 2000年 11 月

I量 影 藤 義 則 ( エスエス大阪)
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東側外観

フ ィッ トネ ス ルーム を見る

28 

現代の民家

貴志羽 ｦｾ 樹武 志 雅樹環境企阿 室

岡山県の苫田郡に位置するこの住宅

は、ゲストルームを備えた二世帯住

宅である。

里山を背後に控えた田園地帯で、の

どかな環境に固まれているが、二つ

の世帯、ゲストの為の空間を外部空

間て繋ぐという事と、身体の不自由

な両親にコートでの屋外生活を楽し

んでI頁くためにあえてコート ・ハウ

ス形式をと った。

外部空間を干渉帯にすると同時に 、

両親と若夫婦の場の接点にはコート

に開かれた大きな浴室、ゲストルー

ムと若夫婦の場は大きな居間を設け

た。

設備的には 、太陽電池を組み込んだ

屋根材、暖炉等、自然エネルギーを

取り入れ、両親の住宅部分は、ハリ

アフリーとして高齢者対応の器材を

備えた。

(貴志雅樹)

- 香々美の家

所 在 地 岡 山 県 苫 田 郡

施 工 母 里 建設

敷 地 面 積 999. 70ni  

建 築 面 積 406.49ni  

延 床 面積 510. 88ni  

構 造 規 模 R C、一部屋根s +w、2 F

工 期 1999年 4 月

3最 影 村 地 省三



構く

日リ川治彦 前川治彦建築研究所

ホー ル

ア プローチ 寝 室

構く ( か く) : くみたてる 。結んで

つくる 。

架備 ( かこう ) : 材を結合して作 った

椅造物。

以上広辞苑より

私は木の柱と梁で摘く軸組工法が好

きだ 。

伝統工法にも繋がるそれはインテリ

アを開放し 、庭などの外部空間へ連

続させる一つの有効な術であると考

えており 、住宅を設計する機会があ

れば好んでこの工法を前提にしてきた。

そしてその情く様、つまり架橋を見

せることを大原則とした。

その家の組建て方を 自に見えるよう

にし 、その架情により内部空間に秩

序を与えようと考えてきた。

木の架橋は美しい。

柱の垂直線、そこに架けられた梁の

水平線、覆 われる屋根の斜線。水平

と垂直の秩序、シェルタ ーの安心感、

ピンと張 った緊張感。住まいの空間

の寸法と 、柱や梁と言 った各部材の

寸法とが中にいる人間にと って丁度

異合良〈調和している 。

それらのプロポ ションに美学を与

えた先達の気持ちが分かるような気

がする 。

架橋の中にいて自らも背筋が真 っ直

ぐとなるのはそのような伝統を無意

識にも感じているからかも知れない。

. K A邸

所 在 地 T市

施 工 T 工 務 庖

敷 地 面 積 158. 70rri  

建築面積 69. 97rri  

延床面積 124. 52rri  

構 造 規 模 W 、 2 F

銭 工 1998年3 月

( 前川| 治彦)

撮 影 賀川憲 男 ( K P工房)
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エ ン トランスホール を見る

南 側 外 観
タイ二ン グより中庭 を見 る

30  

明石大橋の見える家

塚口明洋原口 l列i午建築研究室

この住宅は 、小学生の男の子2 人を

もっ夫妻の住まいです。

アウトドアライフが好きな家族なので 、

地階のライトコートから 1 階の中庭、

2 階のテラスへと階段でつながる家

を考えました。

1 階のダイニンクから天気の良い日

には中庭越しに明石大橋が見えます。

夕刻から深夜にかけてのパーティー

ではリビング・ダイ ニンクにつなが

る外部空間が大活躍します。 まず夕

日を見なが らテラスでのパ ティー

から始まり 、時間とともに中庭に移動。

夜がふければ、御主人自慢の地下リ

スニングルーム に隣接するライトコ

ートで楽しい時間を過します。

(塚口明洋、我孫子英俊)

- 須磨の家( 堀口邸)

所 在 地 兵庫県神戸市須磨区多井畑東町9番34

施 工 昭 和 工 務 底

敷 地 面 積 181. 64m 

建 築 面 積 7 6.9 6 m 

延 床 面 積 166. 37m 

4茸 造 規 模 壁 式R C 、2 F ， 8 1  F  

竣 工 1998年8 月

j量 影 納 村 遼 夫



南西よりの外観

2 階ホ J レよ り渡り廊下 を見る 4 階渡 り廊下

自然を愉しむ空間

村重保則村宜保日IJ 現代建築設計事務所

建設地は盆地を囲む山裾に位置し 、

交通の便にも恵まれている 。計画に

あたり 、緑豊かな環境の中で居住者

が自然と触れ合い 、共生出来る空間

の実現を 目指した 。建物は 4 階建で

あるが 1 階に管理 ・サービス部門を

集中させ 、 2 階以上を中廊下型の居

室とする明快な構成でまとめた 。居

室階中央部は 3 、 4 階を吹抜けにし 、

大きく傾斜したガラス屋根を設けて

外光を採り入れると共に外部の景色、

四季の変化を身近に感じら れる様に

した 。全体のフ ォルムは切妻の越屋

根に日本瓦葺 で仕上げ、全周を コン

クリー卜と木格子で困 って周辺景観

との調和をはか った。本館に続き昨

年には有料老人ホーム (39床) も増

築されたが、外周の格子をリピー卜

し建物全体に統一感、 整合性をもた

せた。

(村重保則)

- ヶアハウス秀東館

所 在 地 山口県玖珂郡関東町大字周囲

施 工 井森 工

敷 地 面積 2，578.39ni  

建築 面積 898.37ni  

延 床 面積 4，272.91 ni 

構 造規 模 R C 、4F

竣 工 1998年3 月

樋 影 テ クニ ・ス 宮 ッフ
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南 東 側l全 豪

32 

ゆったり自然を取り込む

小南一郎 小 雨ーnrs ll¥築研究所

街のイ主まい、郊外の住まい、田園地

帯の住まい、条件は異なるものの、

そこにはそれぞれの想いを込めた住

まいと生活が展開しています。

この住まいは、神戸御影山手のマン

ションから、三田フラワ ータウンに

敷地を求められた建築主の依頼で設

計したものです。敷地は約n i 平。

北側の道路からは2. 5m程上が った

段状の土地で、商は遊歩道を介して

地区公園が広か.り、遠くは六甲山系

に連なる山並が望める恵まれた条件

の敷地です。設計に際しては、この

恵まれた自然を取り込み、ゆとりと

広がりが感じられる住空間を生み出

すことを基本のコンセプトとしてい

ます。

1 階は約2 3帖大の広いリビングダ

イニンクが南面し、全開放の木製建

具を聞くと、テ‘ ッキを介して四割庁々

に変化する公園の緑地、山並の風景

が肌で感じられる空間とな っていま

す。

2階は、ホールを中心に、東が主寝

室ソーン 、西が子供達のゾ ンと 3

つに分けられ、いずれ も南面のハイ

サイドライトから、程良い天空光が

入り、明るい室内空間を 生み出して

います。1 . 2階共に南北に風が通

り抜け、白木、和紙、塗壁の室内空

間と、周囲の自然が、時の流れと共

に調和する上質な住まい空間を実現

させています。

(小南一郎)

圃三田・狭聞がE の家

所 在 地 兵 庫 県 三 田 市 狭 聞 が 正

施 工三和プランニンク

敷 地 面 積 255. 02ni  

建 築 面 積 92. 63ni  

延 床 面 積 178. 38ni  

構 造 規 模 W 、 2 F

竣 工 2000年3 月

鑓 彩 原 定 理



時の流れの中で

土谷重男 U建 築 制 陪

南側 正 面

玄 関 居 間

あの震災以来7年が経過した 。京阪

神間の良好な住宅地風景は不可思議

な住宅展示場のような風景に一変した。

この周辺も 、ある敷地には集合住宅が、

ある敷地にはメーカー住宅が建ち並び、

歩いていても以前の記憶を呼び戻す

ことか、困難にな ってしま った。

この住宅は 、住み 、慣れ親しんだこ

の地で 、残りの生活を大切に過ごし

たいという 70歳代の夫婦二人の終の

住み家である 。

これから訪れるであろう 、身体的な

問題に対処できるよう 、廊下 、寝室、

好きな本に親しめる 書斎 、水回りな

どにも配慮しながら 、ゆったりとし

た時聞が流れるような部屋で四季を

楽しみながら 、生活を送れるよう平

屋建てで計画した 。

(上谷重男)

- 灘の家

所 在 地 神 戸 市 灘 区高羽町3-14-2

施 工 山 本 工 務l苫

敷地面積 278.18 m  

建 築 面 積 141.2 6 m 

延 床 面 積 137.6 6雨

情 造 規 模 W 、 1 F

竣 工 1999年8 月

1量 影 U 建 築 企 画室
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待合より入口方向を見る

E会寮 室

34 

アクセントカラーをいかす

池上 明 ェーアイアーキテクトスタジオ

クリ ニックで待合室は狭く診療部は

機器が無造作に置かれ圧迫感を感じ

ることが時々ある 。今回の計画はビ

ル内のクリ ニックであり 、建物の関

口部が限られているため色彩の組合

せで明るさと広がりのある空間を摘

成するように提案した。天井にも変

化をつけ照明とのハランスで広がり

を持つよう配慮した。室内はマリン

ブルーをアクセントカラーとし、待

合の椅子、診療室 ・リハビリ室のベ

ッ ドや機器等患者さんが身体を癒す

場所に使われている 。また、サブカ

ラーとしてグリーンを各室の入口に

用い方向性を明確にしている。機器

を含めた色彩構成や、天井の変化で

圧迫感をなくし 、 ドクタ のキ ャラ

クターを反映させたソフトでやさし

いクリニックとしている 。

( 池 上 明)

- 滝本整形外科

所 在 地 京都府宇治市槙島町35- 46- 4

施 工 鳳ケリンメンテナンスヱ

延 床 面 積 150.00rri  

竣 工 2000年 10月

撮 影 稲 住 泰 広





空間性能による精神の可変性
企

VA--

R E P OR T  藤 井 明

E垂井明建築空間研究所/ 白本淫築協会会員

られる空間」である 。多綴tI : 、 11'Jl 発性、可変性一それに対応できる

空間を固定化しなければ良い。

ｾＱ＠ 段階の、ある 一つのメソッドとして、 体系化された良質な秋

序をJ将棋として、 柔ら かい常川に拠示できれば良いのではないか?

今すぐ完全のみを可としない。

われわれには時間がないのである空間を自ら可変、体現化して、

なおかつデータ集航 ・解析の上、還元してゆけばよい。今、示唆す

ることが大切なのである。

イメージの完全な一致はありねな¥'0線源となる秩序のヒエラル

キーの ｼ 二に、 ＱＱｾｩ 人の心的秋 ｲｩＧ［ が位 ￮ ｬＢＧ ｬ し、知党的緊張を保 っている 。

また、その平衡がくfiE:は、 fkにJZらいでいるものである。

まず、形態 テクスチャ一等の選別、良質でないものを排除し、

知党と怠識の流動性をテーマに収り、基準となる要点と、 1閑人の多

綴な知覚的要主iミ(f回の立識 1!!¥な識、記憶、経験など) を分析 ・選

別した上で航み重ね治験。宅HI¥Iに対する主鋭意識を認知| し、各、

主一千平fel. 別の共有心象空I!IJをっくり上げる。その宅I!IJ性能のデータ

ｬ ｾｈｬＧｬ が、良質な心象空 間 を ｗＨ ， リ ｬ してくれるだろう 。

基準となる要素(基礎言語)

宮源的な知覚現象 ・色彩対比、黍直と水平、上昇と下降感、開放と閉鎖感、

など

・動と静、開閉、対立、延長、透過性、など

・4高神力学的ベクトルによる空間の方向性、連続性、前

出・後退、圧ｾ Ｎ 膨張、濃淡、強弱、変形、など

心象空間の構成

形態心坦! などを統合し、精神秒ryJ1j! 学的検証 を透過した七で、 一つ

ひとつの主観・容leI'l 1の'1
1で、変化する心象空1mの共有a をJ:;t える、

総合的研究である。現況の、バラ ツキのある空間性能から、広範に

良質空 ＱＱＱＱ 性能を解放することを、 ｬｾ Ｚｊｯ 符的日燃とする 。 良質心的宅川

の剣道は、特定の脅のみによらない胞策が、早期]良質社会環境への

寄 りに付するものと考える 。 本来、イ ｔ 能なｾ築家が 一 つひとつカウ

ンセリングしながら、ｾ築を創造するのがＧＱｾましいが、有能の」占 ￬ ｜ ｛｜

と発見の匝'19mさ、また、 11司人の 11" にもバラツキが1 ?1r.し、 一設立 l' (i 

の良質心象空間が、常に屑住者に、1'，てはまるものとは|浪らない そ

して、余りにも、互いの試行錯誤のHキ11¥1と経験がかかり過ぎること

も合め、社会の流れにfj;i l人が合わせる空間にな ってはいけない

何i主行の -t = 飽{ に少しでも沿うシステムを、危険nを苧むiJ :t ilEさと、

ＱＱ Ｈ Ｈ， Ｉ の心 的初 予のバランスを ｦｾｾｪ をした ｼ ニ で、宅 川 を導入する その

後の今間の成長にアドバイスの役; ' J 1 J も合めたい ある 一 ｉ 師、 、 ｲＮｾＩ な

与えでは、現在の分譲| 又，'lij され|員l'l'tの f1 : ' セを押しきせる、祈i争l' のr，i

i格化を打ち破り、約者l' の解放を 11折すものである

カントによれば、宅11¥1は先験的判断形式であり、プラトンは、す

べてのAi!J 造、感知されるものの I#: である、と述べている 。ヴァィツ

ゼッカーは、生物は絶えず新しいことを IJ f.l ufi し、偶発性( ; l : 'li¥に秘密

であり、偶然と秩序が境を接し、 ｲＧｊｾＱ とイミ怠が人り混じっている、

と述べる 。

jな識の出現により、イミ均質な柔らかい宅11¥1を生む。それは 「生き

l 詳説一良質心象空間の解明と創造

刃

m
刀

O

刃

↓

• 
心象空1mは、一定にとどまるものではなく、様々に組織化 されて

払1かれるものである 。

ジークムント ・フロイトによる与察に従う空間の変遺として、

「柿入一感知| ー内変換一分離一市複J の認識を持つ。

記憶されるだろう良質な心的宅IL¥I を、きちんと捉えることが、円

的の一つでもある 。

[ 今までJ

。

“ 心" の内的' 情景として、不透明 ・透明の濃淡、交錯した、匝|ま

らないゲル状の生き物と解する。 またそれらは、 三次元の断片どう

しが、別の次元のトンネルで、相花に、または外界から繋がり得る、

複ｾｦｉな桝造を持つ 。

それらは、多積多様な刺激によって、不規則に、 強弱運動 してい

る。(静的に言えば、綴々な色を J.'f つ光彩を強弱、放っている 。)

偶発性排除 (固定空間)

+  

心的空閣( { 良源的認識)

刺激の強度騒類

似感覚は、刺激の強度の対獄に比例な

ど既証 (Fechner ，Weber の法則)

対応性移入 (柔らかい空間)

出せるか l それには、 一考察でしかないが、今の論考の: XiliEを急

ぐことが}Jl : 要と考え、 (社旧本住築協会の助力 をもって、現したもの

である 。

今まで導入部分について述べたが、多くはまだ、話り足りな L、。

内容の村|述はあれ、目 的の社会環境への“ 建築ドの{、j りに ついて、

今一度、綴々な方々にご Iff 与いただければ、と存ずる 。

セ11¥1に何 を求めるのか? 大なり小なり空1111の導入H寺、 特に、 凶

定化された空間はリスクを合み、空間の創造"寺の i主要性についても、

われわれは丙認識しなければL、けないと思う。 ( ふじいあきら)

9川け本誌掲，1必 「宅Hl l性能による精神の可変性を研究してきてJ

にl並|し、絞心部分の一部主旨の内容伝迷を布I i うため、前回のストー

リーにあtき追記する。

ご笑読のことと思うが、まだ多々の議論をねず投じたもので、完

全な IEWIoを予fE! しないが、私は、 m社会の人的保境の中に、なぷを

投じることを大 'If とする 。これまでの研究は、 1!!¥慌の一研究人とし

て、 fi'( li lul たる目 的のみを持 って、私li J論を導き 1'1'1そうとする淡と 凡て

いただきた L 、。

まず今、この心的環境に、早期に良質性の宅11¥1をいかに多く生み

11築と社会 ・2001.1136 



奈良県立万葉文化館見学会 ふ る さ と い ざ 芯

時空を超えて、万葉の故郷ヘ誘う

R E P OR T  小笹光彦

ランテ ック計画事務所/ 事業委員

本館の構想、が生まれたのは 7 年前に遡る。思い返せば 6年の歳月

を要したプロジェクトであり、その閥、様々な出来事があり、やっ

とオープンにこぎつけたというのが正直な実感であるとのこと 。

当初は、 「万葉ミュージアムj と称されていた。平成 8年に整備

構想が策定され、その年に建設地をこの場所に決定した。候補地 と

しては、ほかに当H寺、縦井市、担原市、大宇陀町の名も挙げられて

l 竣工までのプロセス

いた。

平成 8年にプロポーザルが行われ、安井建築設計事務所に決定し、

9年から基本設計、 10年から実施設計に入り、 11年に着工、本年

の 3 月に建築が竣工した。

刃

m
刀
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建設工事に伴い、特級品ともいうべき 2つの文化財が発掘された。

その一つは富本銭である 。平成 11年の着工前に行われた発掘調

査中に、まず l 枚の富本銭が出てきた。調査を続行しているうちに

続々とみっかり、それらを鋳造したと恩われる炉跡も確認された。

「富本銭」は「和同開除J よりさらに古い日本最古の銅貨である。

この地は、 「飛鳥池辺跡」と呼ばれている 。干上がった飛鳥池に

位置し、天武、持統、文武朝にわたる官蛍工房群の跡である。富本

銭のほかに鋼、鉄、金、銀、ガラス製品の工房を置いていたとし寸 。

この発見により、炉跡 ｬｴ 干を避けて Ｒ 事 ｾ を大きく引き離し、乙れを

ブリ ッジでつなぐ配置に変更した。そして炉跡常を復元し、これを

サンクンガーデン風の形態の中庭として棟聞に取り込んだ。乙の出

来事のため、起工式も約半年遅れることとなり、その間数々の修正

案が検討され続けた。

さらに平成 12年正月には、新たに亀形石造物が、周辺の取り付ー

け村道の工事中に発見された。乙のため、アプローチ道路、駐車場、

庭園の整備は大幅に遅れた。乙の他形石造物は、有名な酒船石遺跡

ふたつきのみや

と一連の泊構とみられ、斎明天皇の両槻宮ではないかと推定されて

l 富雄と亀形石醐の発見

l 建 築 の 願

管理 ・研究棟の研究室にて 、岡本淳氏より概要説明、 永島敏郎氏

より建築説明、井本喜典氏より展示説明がおのおの 20分程度あった。

甘緩丘、高松塚古墳、酒船石など日本の古代を偲ばせる懐かしい

名前が点在する i明日香村の一角に、 9 月15日に「奈良県立万葉文

化館」がオープンした。

平成 13年 9 月29 日( 土) 、オープンしたばかりの上記建築の見学

会が(初日本建築協会事業委員会見学会小委員会により開催された。

正面玄関を入ると、エントランスギャラリーが広がる 。そこに、

鳥と船をデザインモチーフとした Ipf，¥9. 0m、高さ 2. 5mの巨大な美術

陶板があり、私たちを迎え入れてくれる。陶板には 「万葉へのいざ

ない」と題して、次のようなメ ッセージが記されている。

ふるさと みなもと

「明 日香は万葉の故郷。 日本文化の源。かつて明日香には数多く

しるし

の旨震が飛翻していた。飛ぶ鳥は古代では繁栄の象徴。飛鳥の明日

香とはめでたさをこめた呼称であ った。

海を渡る船は物を運び、人と人の心をつないだ。遣唐使商品に乗り 、

な ら

文化の交流を目指した万葉びとと同じく、いま私たちはこの地奈良

から、万葉を核として、 21世紀の国際的文化交流に向けて船出する」

l 万葉への誘い

p る。

相次ぐ 2つの文化財の発見は、 日本の古代史を揺るがすほどの重

要なものであるが、もし、 2つが同H寺に発見されておれば、本館の

完成はなかったかもしれないとのこと 。 しかし、見方を変えれば、

乙のような貴重な逃跡が発見されたのは、本プロジェクトのおかげ

でもあり、まさに万葉文化館は遺構 ・遺跡と共存しているといえる 。

*  

期間限定で展示されていた富本銭の本物を直接目にし 、感慨もひ

としおであった。

関係各位の皆綴方、大変有難うございました。

本館は天香久山の雨、 甘樫丘の束、石舞台の北に位置し、 これら

が形成する三角形のほぼ中央にあたり、文字通り飛鳥古京のど真ん

中に立地する 。それだけに法規制も厳しく、古都保存法の第 2種及

び風致地区の第 2種に指定されている。

敷地面積38，400 ばの中に、 SRC造、地上 l 階、地下 11渚の展示棟

と管理 ・研究棟の 2棟がブリ ッジで、つながった構成で配置されてい

る。建築面積は 6，370111'、延床面積は 11，090 m'きで、周囲には万葉庭

園が周辺景観に調和して、 f申ひ1申びと広がっている。

.屋栂は大きめの特注瓦による行基葺きで覆われ、粁回りは銅板葺

き。外装は正倉院の校倉造をイメージした意匠と白いコンクリート

柱による列柱方式を採用している。
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(おざさ

2001年 9 月29 日 (土) 13 :  00 - 16 :  30 

奈良県立万奨文化館

岡本海/ 奈良県 (元) 企画部万葉ミュ ージア ム建設蜜室長補佐

永島敏郎/ 安井建築設計事務所設計部統括主任

升本喜!II! / 奈良県立万禁文化館学芸係長

森田芳次事業委只 / 安井建築設計事務所
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l 万葉刻じ館の機能

本館の機能は次の 3つである。まず、調査 ・研究機能として、万

葉集を中心とした日本の古代文化とその当H寺の生活文化の研究。

つぎに、展示機能であるが、これは屋内展示と屋外展示から成る。

屋内展示においては、その代表展示として、万葉の歌ご乙ろをわが

国の第一線の画家約 150名に拾い、てもら った創作日本画を展示。

もう 一つは、図書 ・情報サービス機能であり 、万葉のl時代やその

時代の文化に関する情報が幅広く得られる高機能の情報センタ一。



新たな「神戸市住宅基本計画 (2001-2010) J の策定

中 原 信

神戸市住宅局住宅部計画課主査
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(3)  4 つの施策の基本的方向性のもと、関連部局の施策を含む154の

具体的施策を列記した

①良質な住宅ストックの形成と適正なマネジメント

安全性 ・適法性を舵保したすまい - まちづくり、すまいの品質 ・

性能の向上、ひとや環境にやさしいすまい ・まちづくり、すまいの

適正な創[ 持管理と建て替え等を推進する 。実施施策例は下記に示す。

・合絡プレー トの発行、 中間検査対象の拡大

- 違反建築110番の設置

- 戸建て住宅恥扱簡易診断苓喋

- 神戸市型中古住宅性能表示制度の創設

. 共同住宅バリアフリー改修補助事業

- 環境負荷軽減型総合設計制度の創設

. マンション管理専門家派逃制度など

②個性ある 地域住澱墳の形成

すまいやまちの文化の継承と発展、住環境整備の継続的 総合的

展開、 市民に身近なまとまりから始める住環境形成、「わがまち」

のすまい ・まちづくりの支援に取り組む。

- すまい ・まちづくりフェア

- まちなか型建築協定

- まちなかモデルハウス

. 近隣住環境計画制度

- 住B器開膨成プログラムの策定など

③総合的な居住サービスの提供

被災者住宅再建等の継続的な支援、だれもが安心 して暮らせるす

まいづくり、新しいすまいや住まい方の創造 ・支援に取り組む。

- 震災特列家賃の延長

- 民間賃貸住宅家賃負担軽減事業の延長

. 高齢者居住安定碓保法への対応

- 高齢者円滑入居賃貸住宅登録制度

. 子育て支援のびのび往宅制度

- 住宅とあわせた福祉施策情報等の提供

- 市営住宅活用型総合居住サービススペース貸与モデル事業など

④健全な住宅市場の育成 ・活性化と市民への支援

すまいに関するワンストップサービスの実施、住宅市場の健全化

と市民への支援、住宅市場の育成 ・活性化、すまいに関する多桜な

主体との連携に取り結lむ。

- 神戸市すまいの安心支援センター“ すまいるネット"

. 中古住宅性能保証制度の普及促進

- 神戸市型の中古住宅性能表示制度

. 住宅市場情報の把握

- 住宅品質確保促進法対応マニュアルの作成

. 公庫リパースモーゲージ制度の普及啓発

- 介殻保険制度等との連携

- 情報提供の一元化

・住宅 ・建築コンサルタント .NPOパンクなど

(4  )より総合的、長期的な干あ点のもと重点的に取り組む 6 つの重点プ

ロジェクトを掲げた

① 日本で最も安全なすまいのまち“ 神戸" をめざして

被災都市の責務として、すまいづくりにおける適法性の確保、す

神戸市では、平成 2年に全国に先駆けて住宅政策の基本的指針と

なる「神戸市住宅基本言|函」を策定し、以来、長期的、総合的視点

に立 った計画的な住宅政策を展開してきた。

しかし、平成 7年 l 月に発生した阪神淡路大震災によって約 8

万2千戸の住宅が滅失するなど、 市内の住宅事情は激変した。これ

に対応するため、種々の計画を策定し早期の住宅復興に全力をあげ

るとともに、震災復興の総仕上げと 21世紀を見据えたすまい ・まち

づくりに取り組んできた。

このような経紛をふまえ 、震災とその復興の過程で得られた教訓

を粉に、大きく変わりつつある社会 ・経済や多様化する市民のすま

いへのニーズに応えるため、 21世紀を迎えた本年 4 月、新たな 「神

戸市住宅基本計画I (2∞1- 2010)  J を策定した。

なお策定にあた っては、同年 2 月に神戸市すまい審議会より、 21

世d己初頭の住宅政策のあるべき方向性について答申を受けている 。

I  r神戸市住宅基本計画 ( 2001 - 201 O)J の概要

「神戸市住宅基本計画 (2001- 2010)J は2001年度から 2010年度ま

での10ヵ年計画で、 「住みたいまち、住み続けたいまち、また訪れ

たいまち神戸J を目標像とする 。

その特徴は、以下のとおり 。

(1  )21世紀初頭における新たな住宅政策の理念として 「新住宅政策宣

言ｾすまいから始める ま ちっ く り ｾ ｊ を掲げた

震災の復興に立ち向かう神戸市民の「自律と連携」を出発点とし

て、市民の暮らしを視野に入れたすまいにかかわる総合的な政策を

展開し、すまいは市民の生活、都市の活動などの重要な基盤である

との認識のもと、 「すまいから始めるまちづくり 」に取り組む乙と

で、神戸市民の住生活、住環境、住文化を守り、創り、育む。

(2)すまい・まちづ くりにおける 3 つの基本目標と 5 つの基本方針を

設定した

・3つの基本目標

①共振と共生によるすまい ・まちづくりの推進

②安全で安心なすまい・まちの実現

③魅力あふれるすまい ・まちの創造

市民、事業者、専門家、行政などが、共にふれあい響きあうとと

で相互理解を深める「共振」と、自らの責任や役割を認識しながら

共に協力し参画する 「共生」によって、協働のすまい ・まちづくり

を推進し、誰もが安心して住み、暮らすことを可能とする 「安全で

安心なすまい・まちJ の実現と、市民さらには市外の人々をもひき

つける 「魅力あふれるすまい ・まち」の創造をめざす。

・5つの基本方針

①「ひと 」を基本としたすまい ・まちづくり

②「地域J を基本としたすまい ・まちづくり

③「ストック」を重視したすまい・まちづくり

④「市場J を重視したすまい ・まちづくり

⑤多様な 「社会サービス 」との連携によるすまい - まちづくり

「ひと J と「地域」を基本に、「ストック J と「市場」を重視し、

あわせて、市民活動、保健福祉、産業経済、環境、都市計画、教育、

文化など多様な 「社会サービス」との連携によるすまい ・まちづく

りを進める 。
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④ストックの計画的な再編 ・改善と新たな運営一市営住宅マネジメ

ント計画~

平成11年度に策定し事業を実施している「市営住宅マネジメント

計画」に基づき 、市民の理解と協力 を基本として、 市営住宅ス トッ

クを適切に維持管理す るとともに、計画的な再出ilfi2史び改善を推進し、

市民に親しまれるより良い市営住宅ストックを次代に繋いでL、く 。

①人と環境にやさしいすまい ・まちづくり

これまでに「神戸市バリアフリー建築設計マニュアルJ や「神戸

の住宅設計基準( コーデス )J を策定し、人にやさしいすまい ・ま

ちづくりに取り組んできた。これとあわせ、今後はユニバーサルデ

ザインの考え方を導入し、 ｾ ｦ ｴ もが安全で快適に 利用 できる先導 的 な

公共建築 b却や住宅づくりを進めてLミく 。

また、環境にやさしいすまい ・まちづくりについては、環境共生

住宅、エ コロジー建築などの取り組みを進めてきたが、今後はこれ

らを一般の住宅 ・建築物にも広げてL、く 。

@ コンパクトタ ウンをめざした地域住瑚坊の創造

市内には多様な住環境特性を持った地域のまとまりとしてのいわ

ゆる「まちJ が形成さ れている 。このような住環境特注をいかしな

がら、 地域にかかわる人々がすまいまちづくりに主体的に取り組

むことのできる仕組みづくりを進め、これを総合的に支援すること

で、コ ンパクトタウンをめざした地域住環境を創造してし、く 。

まいの安全改修の支援、市民に身近なまとまりから始めるまちの安

全性向上などに取り組む。

②市民が自ら安心なすまいを選択できる環境づくり

神戸市すまいの安心支援センター“ すまいるネッ ト" を核として、

すまいに関する情報のサポー ト、安心なすまいづくりに向けた取り

組み、すまいに関する各主体との述携、情報の蓄積 ・分析 ・発信を

行い、住宅市場の中で、市民が自ら安心なすまいを選択できる環境

づくりをめざす。
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民間供給者

( 工務居事業者)

行政

Iまちj の総合マネジメン卜組織の硲立支緩

Iまちl の特性をいかす胞策の展開

* ひとづくり ( 体駿型ワークショップなど)

* ルールづくり ( 近限住環境計画制度なと)

* ものづくり ( 路地 まち再生事業など)

*  rまちJ 独自の施策

安心なすまいづくりのためのネ ッ トワークのイメー ジ

③より豊かな集合居住に向けて ~マンション管理の総合支援~

本市では、これまでからマンション管組組合の自主的な運営に資

する基本的知識の普及 。啓発に努めてきたが、今後はさらに多面的

な支援策を実施し、良質なマンションストックの形成を誘導する。

|  豊 悦 集 合 居 住 の 実 現 |  

ーーー~ー- - - - - -

-----二二三ニ- - - -

:  個性ある地雌環境の創造 t  
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コンパクトタウンをめ ざした地域住環境の創造のイメー ジ

すでに、この基本計画に基づいて具体的な取り組みを進めている

ところであるが、今後の社会 ・経済情勢の変化 も著しいものである

ととが予想される 。本計画も定期的な見直しを行いながら、実態に

即した取り組みを行う乙ととしている 。

( なかはら まこと )

l 今後の展開
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平成11年 6 月23 日に、「住宅の品質確保の促進等に|英| する法律」

( 以下品目在法とい う) が公布さ れ、その一部が平成12年 4 月 1 日に

施行、 7 月19日をもって全面公布された。その後、 一部が改正され、

現在に至っている 。このうち、品確法に基づく任意の住宅性能評価

は、平成12年10月3 日から開始されている 。

ことでは、住宅性能評価の現状として、品確法の意義、住宅性能

表示制度の位置づけ、住宅性能表示制度の現状、構造的な観点から

みた住宅性能表示制度について、評価実務者の立場から紹介する 。

l 晶確法の意義

住宅の需給構造が、建て主と大工・棟梁との直接的な関係に加え、

メーカー ・ディペロッパーの介在する生産・供給体制になってから

久しい。 しかしながら住宅鱗入者への情報提供、品質体制等は、例

えば車の性能表示などに比べ立ち後れ、欠陥住宅という社会問題を

引き起こしてきた。そこで、スクラップ& ビルド時代の反省から、

近年良質な住宅ストックの重要性が強く叫ばれてきている 。

こうしたなかで生まれた品確法は、耐久性・安全性を含めた住宅

の性能・品質についての住宅情報開示等を購入者に対して、性能許

制liのための 「共通のものさし」 として提供している 。また、供給す

る側もこの制度をうまく活用すべきだと位置づけている 。

品目止法の目的は、 ①住宅の品質確保の促進、 ②住宅購入者の利益

の保説、 ③住宅に係わる紛争の迅速かつ適正な解決、を図り、国民

生活の安定向上と国民経済の健全な発展に寄与することである 。

品目，ni 法の骨格は、 ①住宅性能表示制度、 ②住宅に係わる紛j 争体制

の準備、 ③暇庇担保責任の特例、で構成されている 。このうち、①

と②は任意の制度( 選択1 I l リ)、 ③は義務づけの制度である 。

l 住宅性能表示制度の位置づけ

住宅選択のための婆索は、立地、建物の性能- 品質、価格と考え
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表 1 住宅性能評価実施状況 (国土交通省まとめ)

設計住宅性能評価

建設住宅性能評価

100% 

80% 

60% 

4 1%  

北 海 道 宮 城 関東園 東 海 中 京 圏 近畿圏 広 島 福 岡

図 1 地域別設計住宅性能評価 (戸建住宅)

100% 

80% 

ロ共同住宅交付件数 |

ロ共同住宅総戸数 l  

0 % 

60% 

40% 

20% 

住戸数

7，000 

6，000 

5，000 

4，000 

3，000 

北 海 道 宮 城 関東園 東 海 中 京 函 近畿圏 広 島 福 岡

図 2 地域別設計住宅性能評価 (共同住宅)

累計住戸数

25，000 

20，000  

15，000 

10，000 

られる 。住宅性能表示制l変の適用に|祭しては、この制度は客観評価 2，000 

の容易な事項を選択して定めているととを考慮して、次に示す事項

に留意する必要がある 。

①建物単体の規定である 。

②意匠性( プラン、広さや階高) 、周辺環境、セキュリテイ設備・

メテeイア関連設備等が考慮されていない。

③等級が高いことが、すべての人に最適とはならない( 等級競争に

巻き込まれないように) 。

したがって、これらの事項も考慮、して、ライフスタイルのニーズ

や変化に応じて様々な要因のバランスのもとで、住宅の選択は総合

的に判断・選択される必要がある 。

l 住宅性能表示制度の現状

「日本住宅性能表示基準J に従って評価を実施する指定性能評価

機関は、全国で邸機関 ( H.l 3，7 末現在) ある 。一般の性能表示事

項に対する住宅の性能評価は、指定性能評価機関により「評価方法

基準J に基づいて行われる 。特別な評価方法等を用いた性能評価に

ついては、指定試験機関で行われる 。この指定試験機関は、全国で

6機関 ( H.l 3.7 末現在) ある 。

住宅性能評価が開始されたH.l 2.l 0からH.l 3. 7  . 末までの性能評価
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5，000 

1，000 

0  。
HI 2/ 10- 2 月- 3月 4 月- 5月 6 月- 7月

H1 3/1 月

図 3 2 月ごとの設計住宅性能評価戸数

1- +ー 全体 !  

!+ 霞小等級 |  

温熱環境 ‘ で

維持管理共用札 ー

F 、、

維持管理専用 ¥、

劣{ E'

火災安全感知量産報他

r  /  

、J 火災安全開口部

二4火災安全開口外

界 壁 床

図 4 設計住宅性能評価の等級

実施状況( 国土交通省まとめ) を表 1に示す。このうち設計住宅性

能評価について、戸建住宅と共同住宅に分けて地域別に示すと、 図

1 および図 2 のようになる 。性能評価の実施戸数の割合は、関東圏、

近畿匿|、東海・中京聞の}I 民となっている 。

また、実施状況を 2 カ月単位で整理して、 図 3 に示す。この制度

が、徐々に取り入れられていることが分かる 。

次に、当評価センターがとれまでに実施した約37∞戸の設計住宅



性能評価( 共同住宅) について、性能表示事項ごとに等級を整理し

て図 4 に示す。図は、評価の最高等級が最外縁に位置するように等

級割合に応じて示している 。図には、評価等級の平均を最小等級と

比較して示している 。こ乙で、建築基準法を満足するのみの場合は

最小等級の 1 となる 。性能表示事項のうち、火災安全、劣化の軽減、

空気環境などの事項については高L噂級で設計され、骨捜、高齢者

の事項についてはハードルが高いのか、最小等級に近いレベルで設

計されている状況にある。

ている例が多い。
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l 住宅性能表示制度の展望と課題

住宅性能表示制度は任意のflj U度ではあるが、将来を見越した大い

なる試みであると思われる。本j俗的な実施とともに、社会に良い面

で大きな影響を及ぼしていくと思われる。このためにも、生じる課

題に迅速に対応していく必要があると思われる 。

， ) 展望 (住宅が変わる)

今後、 「品確法に則って設計およひ濯設がなされ、評価機関がそ

の内容を評価し担保する」という新しい社会システムが普及してい

く乙とになる。中古住宅の市場においても、これらの制度に基づく

住宅の評価が標準になっていくものと思われる。社会の制度および

システムとうまく融合していくことを期待する。

2) 課題

¢品碓法の適切な啓蒙

前述の通り、品確法の評佃1項目の等級は万人に共通の評価*111を示

すものとは限らない。購入者優位になりつつある状況の中で、安易

な等級競争にならないことを期待したい。また、評価の主旨および

内容を購入者に分かりやすく説明する工夫が必要である。

②前価基準の判断 ・運用方法

品I峰・法は、世に出て日も浅いこともあり、評価基準の運用につい

て判断に戸惑う事項が多くある 。これについては、所管制1箸および

評価機関の集まりである住宅性能評価十機関等連絡協議会などを通じ

て運用方法を明確にし、温度差のない評価をできるよう心がけたい。

③性能水準とコストの関係

住宅性能の持つ意味について理解を得るには、性能水準とコスト

の関係を、建設l時および維持管理の両面で明らかにする必要がある。

「等級アップによるコストア ップJ のツケがその時点での弱者 (現

在では生産者側) に押しつけられることがないように望まれる。

④評価手続きの一本化

住宅の供給者側にとって、 |浪られたl時間と資金を最大限に活用す

ることは、良質住宅供給の基本であり、そこに合理性も生じる 。建

築基準法の改正および品確法の制定などにより、供給者側の手続き

が創11分化され、これに要する期間と手間も増えている現状である。

したが って、建築確認! ・検査、住宅金融公庫の審査、住宅'l'!1:f]gの評

価および認定( 基準法および品確法の両国) 、使用材料の認定など

の手続きをうまく 一本化できることが望まれる。

当評価センターでは、これらを一本化して平成14年早期に取り; 鍛

えるように、現在準備中である 。

( うえ だ ひろき 、とゃな ぎ よ しお)

構造的には、同協性能、耐風性能、耐積雪性能および劣化の軽減

などの性能表示事項があるが、以下に両慣性能と劣化の経減の事項

について述べる。

， ) 耐震性能の評価

①評価方法基準による評価( 一般)

耐震性能を高めようとする場合には地震荷重の適用倍率を大きく

する必要がある。このため、例えば等級 3の場合には、等級 l の場

合に比べ建物重量で 4 - 5先程度増加している事例もある 。杭の断

面検討においては、特に建物が高層化すると、転倒モーメントによ

る軸力と水平せん断力の増大により 一般的な場合に比べ断面を大き

くする必要があるなどに、留意する必要がある 。

②特別な評価方法等の場合

高層建物等の評価においては、建築基準法に基づく大臣認定のみ

の取得では等級が l となり、高い等級を得るためには住宅性能試験

機関により品略法に基づく大臣認定を取得する必要がある。このた

め、設計クライテリアは基準法の場合に比べ高水準になる点に留意

する必要がある 。写真 1 に、耐震および劣化の軽減について高い評

価を受けた建物を示す。

2 ) 劣化の転戒の評価

①使用材料

建物に使用する材料は、建築基準法第37条に定められた材料とす

ることが必要であり、日本工業規格または日本J2林規格に適合して

いない材料については大臣認定を取得する必要がある 。例えば、日

本工業規格に規定されていない高強度コンクリートを使用する場合

は、大臣認定を取得する必要があり、認定準備のための期間も設計

および施工工程に考慮しておく必要がある。

②建物の評価

劣化の軽減の評価 ( 耐久性) を高めようとする場合には、鉄筋コ

ンクリート造においては、コンクリー トの水セメン卜 比に応じて所

定のかぶり j写さを確保する、鉄骨造においては所定の防錆処置を施

すなどの必要がある。ここで、特に鉄筋コンクリー卜造については、

鉄筋の納まり( 柱に対して梁が片寄りとなる場合や直交する梁主筋

のアンカ一方法など) を考慮して、所定のかぶり厚さを確保できる

よう部材断面を定める必要がある 。また、打ち継ぎなどの目地部に

対しでも、かぶり厚さを確保する必要がある。

なお、劣化の! 経減の評価について、高い等級を設定している評価

例が多い。鉄筋コンクリート造の建物が大半を占めているが、かぶ

り厚さについては、部材断面を大きくしないで対応するために、強

度の高いコンクリー卜を採用( 水セメント比を50%以下とする) し

l 構造的な観点かうみた住宅性能表示制度
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置換換気・成層空調方式

村田敏夫

日本フレク卜株式会社

近年の建物の高気密化にともな って、室内空気質に対する関心が

高まり、また外気処理! 負荷に要するエネルギーYi耳目の大きさからも、

換気の重要性が増している。その結架、 一人当たりや床面積当たり

の外気iilで表される「量」による換気から、「質」への転換が求め

られている。平成12年度の建築基準法の改正けにより、室内空気質

を維持できる換気方式であれば、通常の値よりも外気量を削減する

ことが法制上は可能になっている 。これも性能規定という「質」へ

の転換と言えるであろう 。

このような要求に対して生まれた、換気の良否を示す指標として

の換気効率と 、良好な換気を実現する手段としての置換換気 ・成府

内翻方式について、 4財主的な技術説明と 、日本における実施例につ

いて述べる。
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l 良い換気とは

換気には「室内空気と新鮮空気の入れ替え」と「汚染物質の室内か

らの除去J という、 二つの大きな機能がある 。この機能について良

好な状態が「良い換気J ということになるが、では、どの程度良好

かを表すには、明確な指標が必要となる。換気の良否を示す指標と

して、いくつか提案されているが、こ れらを総じて換気効率と 呼ぶ。

ここでは換気効率の中から、換気の二つの機能それそす1 について、

代表的な指標を紹介する。

局所空気交換効率 Eρ

室内に汚染物質が充満している状態から、新鮮空気を供給した場

合の乙とを想定する。図 1 に示すように、もし給気口のすぐ近くで

あれば、 一瞬にして汚染物質泌俊Z が少なくなるが、よどみのある場

所ではなかなか汚染物質泌度が減少しない 。 この汚染物質ｾ､ｊ ｴ の ＱＱ 寺

間変化をグラフに示すと 図 2のようになる。そ乙で、室内のある場

所における空気が、新鮮空気と入れ替わる述さを数値で表すには、

図 2 で示す減衰l曲線が柿く商積を求めれば良いということは容易に

想像できるであろう 。 この商fi' l、すなわち泌度減衰曲線GをH寺|司

回 目的 J 同 時Y E3

ｉ ｾＧ＠ ｾ、ｾ ｾｲ［ 自 ゐ1 室内の換気

、j ) c:ノ 』 丸B

悪い換気

普通( 完全混合)

惑い換気

図 2
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T で税分して得られる値を、局所空気i紛 ら2. 3) として表す。 じを

3おで、表すと次のようになる 。

T  p= f:'c"dr/ c.  

cp
は点 p における T"寺での汚染物質泌度で、 C。は初期状態の汚

染物質濃度を示す。

局所空気歯告 らは部屋の大きさにより変化するので、そのままで

は換気の良否を判定し難い。そこで図 3 a，bに示すように完全混合

での空気齢むと比較をして、 ζ の比を局所空気交換効率むとして

表す。 Cpが 1 より大きい場合、良好な換気を示す。

じ

一

h

図 3 a 良い換気のつら ( Eρ> 1  )  

図 3 b 悪い換気のち ( Eρ< 1  )  

清浄度指数 η

汚染物質を室内に拡散させないで除去でき れば、室内の汚染防質

泌度は低く保たれる。もし汚染物質が室内全体に拡散してしま った

場合は、室内全体と排気口での汚染物質濃度は等しくなる。 したが

って、室内と排気口での汚訴さ物質泌皮を比較すれば、換気の良否が

判定できることになる。しかし、単純に濃度だけを比較した場合は、

給気に含まれる汚染物質による影響が出てしまうため、室内と排気

口の濃度から、給気に含まれる汚認糊質濃度を差し引き、室内での

汚染物質増 加 分のみを求め、この比を消ｾ ｾ 度指数ヮとして表す 。

(C. - c，) 

' ]=石弓 f

l 置換換気方式とは

前述のような換気効率の考え方から生ま れたのが箇換換気方式り

である。すなわち、給気を速やかに必要な場所に届けることと、汚

染物質を拡散させずに排気口へ導くことで、良好な換気を実現する。

基本原理は、 図 4 に示すように下から給気し、上から排気を行うと

とで、汚染された空気を消浄空気に置き換えてしまうというもので

ある。

ここで重要なのは、室内の中で良好な換気を必要とする部分は、

人間の背の高さ を基準と した居住城と 呼ばれる 、床面から 高さ 2m

程度ーまでであること 。次に、人体など主な汚染物質発生源は、発熱

を伴うという点である。この特徴を利用し、給気温度を室温より低

く設定し、室内を撹枠しないように微風速で給気すれば、居住域内

で生じる発熱を伴う汚葬撤質は、自らの対流により速やかに居住域



置換換気

l 日本における実施例

図7 に、世換換気・成層空調方式を音楽ホールに使用した事例 6)

を示す 。 Ｑ ｾ ＱＷ aは夏期条件における室内温度の測定結果を示してい

る。成層空調の名前週り、水平方向にthl 度層が形成されていること

がわかる 。図 7 bは世換換気方式とミキシング方式の両システムに

ついて、局所空気交換効率 t
p
を測定した結果を示している 。検中111

は局所空気交挽効率 t p
、縦割lは床面からの高さを示しており、 2

m以下の居住域で、ミキシング方式のむと宅l に対して、置換換気

方式は t
p
> 3 という値になっている 。この結果より、置換換気方

式はミキシング方式に比べて、換気効率に優れた換気システムであ

ることが確認された。

換気方式の動作原理

ミキシング方式

測定日 1997年8 月20日

面積 600ni  

給気風毘 26000m'/ h 

給気温度 22'C 

熱負荷。人体模綬負荷60Wx501個

天井照明 46kW 

外気温度 30' C、快晴

'  

図 4

より上の部分に移動するた

め、居住域を清浄に保つこと

ができる。

図 5 に、置換換気方式に

おける汚染物質泌度の上下分

布と、その;場合の消滞度指数

について示す。 官 官

c  c; 

C : 給気の汚染物質濃度

G 居住i或の汚染物質濃度

G 排気の汚染物質濃度

( G- C )  

清浄度指鍛 η = ( C，- C )  

l 成層空調方式とは

置換換気方式における汚染

物質濃度の上下分布

図 5
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A-A' 断面

5  1  2 3 4  

局所空気交換効率

換気効率の上下分布

一一一一Ｍ一博 務機ぷ綴 鱗ｾ :  

10 

図 7 a

置換換気・成層

空調を適用した

音楽ホールにお

ける温度測定結

果

このほかにも2∞l年 9 月

の時点で、日本における置

換換気 ・成府空調方式の実 主 6

施例は筆者のかかわったも 量 4

のだけでも40f
1
1ニを越えてい

る。とのように、置換換気

方式は日本において、十分

な実績のあるシステムであ

ると言えるであろう 。
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成層空調

室内の上下温度分布

ミキシング空調

図 6

置換換気方式を温調シス

テムとして見た場合は、居住

域のみを対象として冷房装世

として機能する 。室内の上下

方向に渦度の異なる空気の層

が形成されることから、乙れを成層空調方式としてH干ぶ場合もある。

室内の上下の温度分布を図6 に示す。従来のミキシング空調方式

は、室内の源直が一様で、排気と居住域の溜J室主は同じ値になる。一

方、成層空調方式では居住域のWi A 度は排気より低くなる。したがっ

て、給気? 昆度をミキシング空調方式に比べて高く設定することがで

きるため、外気冷房期間を長く使用するととができる。また、天井

が十分高い場合は、相ｼ気 Ｑ 日 ｕｾ を居住城の温度よりも高くすることで

給気と排気の温度差を大きくし、給気風量を少なくする乙とが可能

となる。さらに居住域より少し高い位置に還気口を設け、排気口を

室内の最上部に設置する ζ とにより 、冷却コイル負荷を削減可能で

ある 。このように成層空調方式は、天井高さが大きくとれる場合、

ミキシング空調方式に比べて省エネルギー性に優れている。

置換換気 ・成層空調方式はミキシング方式とシステムの考え方が

呉なるため、設備設計における給気風量や給気温度といった値の求

め方も、ミキシング方式とは違った方法が必要となる。峨々な算出

方法が提案されているが、代表的なものとして米国冷凍空調技術者

協会ASHRAEより設計指針 5) が示されているので、興味のある方は

参照されたい。



[ お知ら せ]

第 3回村野藤吾設計図展

・展覧会 (入場無料、図録有料)

[ 村野藤吾とふたつのそごう j

日時 2001 年12月3 日(月)- 12月15日(土)

10 :  00- 16:  00 12月8 日(土) ・9 日(日) は休館

場所・京都工芸繊t大学 ・美術工芸資料館

京都市左京区松ヶ崎

京都市営地下鉄松ヶ崎駅f捗 5分

. 講演

川添登 (建築評論家) / 永田祐三 (建築家) / 石田潤一郎

(京都工芸鰍駄学大学院教授)

・シンポジウム

パネラー/ 川添登、永田佑三、司会/ 石田潤一郎

日時 12月15日(土) 14: 00- 17:  00 

場所京都工芸繊維大学 1号1階51号講義室

定員 150名 (当日先着順、入場無料)

問い合わせは、京都工芸繊維大学造形工学科6号館内「村野

藤吾の設計研究会」事務局( 笠原一人) へ。

F AX 075- 724-7605 

e-mai l  kasahar a@dad. ki t. ac . jp 

大阪都市景観建築賞表彰式

第21 回大阪都市景観建築賞および第 8 回大阪 ・心ふれ

あうまちづくり賞の表彰式・記念講演会が合同で閑鳴き

れる。入場無料。定員500名。

と き 2001年12月7 日(金) 14 : 00- 16:  30 

会場大阪市立中央区民センター

大阪市中央区久太郎町1- 2- 27

T E L  06-6267- 0201 

- 記念講演「ユニバーサル ・デザインとまちづくり」

一日米障害者協会代表で、一級建築士事務所アクセス

プロジェク卜を主宰する川内美彦氏が、だれにも使いや

すい建物やまちづくりについて提言する。

「色J 一科学と芸術の出会い一

例年通り「色j をテーマに科学 ・妓術 ・芸術などの専門

家が機々な切り口で討論する口レアル賞連続ワークショ

ップが関かれる。( 3回以降を掲載)

③ 「望遠鏡の色、顕微鏡の色J

11 月30日(金) 18: 3 0 -

④ 「東北の色、沖縄の色J

12月12日(水) 18 : 3 0 -

⑤「色を生きる・・ア ジアの色、アフリ カの色J

12月14日(金) 18: 30-

会場東京デザインセンター ・ガレリアホール

東京都品川区東五反田5- 25- 19

参加費一般/ 各回1000円、学生/ 無料

申込み 所要事項を記入して、e-mai l またはF AXで下記

主催者へ。定員になり次第、締め切り 。

ロレアルアーツアンドサイエンスファンデーション

e-mai l  l asf @gol. c om F AX  0298- 47・7985
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桃山学院大学公開講座

桃山学院大学の主催で公開講座が開催され、学生、一般

の人々にも参加を呼ひ.かけている。

日時 2001年12月7 日(金) 11 : 00- 12: 30 

場所桃山学院大学 3 号棟206

大阪府和泉市まなひ腎1・1

泉北高速和泉中央釈 ・南約1. 2km

演題 『泉北の今昔= みなおそう南大阪の近代建築・ス

ライドで見る明治 ・大正 ・昭和戦前の建築=J

一一南大阪の取り壊された名建築、新しく蘇った

近代建築などをスライド100枚で紹介。

講師柴田正己 (明治建築研究会代表・一級建築士)

問い合わせは桃山学院大学深沢研究室 (T EL 0725- 54-

3131 ) または柴田氏宅 (072・236- 3357) へ。

「住まいの情報発信局J 開設

インヲーネ ットイ主情報提供協議会 (会長 ・北畠照射) は、

中立性、信頼性を持つ住宅関連情報を発信するポータル

サイト「住まいの情報発信局」を 9 月15 日に開設した。

UR L  http:// www. sumai - i nf o. j p 

提供される主な情報は、住宅性能表示制度の解説、公共

賃貸住宅や住宅 ・住宅部品等の検索、住まいに関するあ

らゆる知識情報、イベン卜や出版情報などで、一般ユー

ザーから住まいの専門家まで幅広く対応するものとなっ

ている。

なお 、イン女ーネ ット住情報提供協議会1;1:、 腕建築環

境 ・省エネルギー機構、僻べターリビング、 腕日本建築

センターなど 7財団等の会員で4育成されているが、会員

拡大後は「住まいの情報知言局」運営協議会と名称を変

更する予定である。

友田多恵子展

「友田多恵子は ぺ Ｍｊ ｾ Ｍ ・ ア ー テイス卜で 、 自ら古紙を

溶かして漉く 。しかし 、いわゆる流し漉きではなく 、一

種の溜漉きである。『一種のj という理由は、溜; 鹿きは

通例、パルプ状にした紙料を貨ですくい上げ、全体をゆ

り動かして水を切るが、彼女は貨で水を切るのではなく 、

自然に水を蒸発させるからである。また、染色における

先染めのように、パルプ状の紙料に最初から濃淡をつけ

た墨を流し込む。この一連の過程を彼女は 『紙をステー

ジに触覚を顕在化させる j という J (美術評論家 ・木村

重信氏)

会 期 2001年11 月15日(木)- 20日(火)

10:  00- 18 :  00 

会場ライティング ・コア東京 T E L 03- 5600- 7780 

東京都墨田区両国4- 31- 17

J R総武線両国駅下車

DESIGN NOW， AUSTRI A 

20世紀初頭にウィーンで花開い

た世紀末美術、デザイン動向に

自を奪われ、とくに1970年代以

降のオース卜リア ・デザインの

重要さは見失われがちである。

1970年代半ば以降のポストモダン ・デザインの端緒を

ひらいた建築家ハンス ・ホライン、1990年代に登場し

たユニバーサル ・デザインの理念に影響を与えた理論家

ヴィクヲー・パパネ ック。ヨーロ ッパを巡回し名古屋で

開かれる本展では、ホラインやパパネ ックが30年前に

提唱した先駆的な建築 ・デザイン理論が、現代のオース

トリア ・デザインの現場にどのように継承され、多彩な

人材と独特な表現によってその理念がどのような発展的

な広がりを示しているかを検証する。

会 期 2001年10月26日(金)- 11 月25日( 日)

11 ・00- 20: 00 会期中無休

会場国際デザインセンター ・デザインミュージアム

名古屋市中区栄3- 18-1 T E L  052- 265- 21  06 

ナテ.ィアパーク ・デザインセン安一ビル 4階

入場料一般300円、学生200円 (中学生以下無料)

助成顕彰事業の公募

(賜日本文化萎術財団 (理事長 ・徳山詳直、会長. I1旧幹

夫) は、平成13年度助成顕彰事業として第 9回の「日

本文化萎術振興賞J (150万円) r日本文化萎術奨励賞j

(100万円) および第 8 回「外国人留学生 ・研究者助成

金J (100万円) の、推薦応募者、助成金受給申請者を

募集している。

建築では第 1回 (平成 6年) に妹島和世氏、第6回で宮

本{ 圭明氏が「日本現代套術奨励賞」を受けている。

選考委員は 、芳賀徹 (京都造形大学学長)、 大島清次

(世田谷美術館館長)、 幾久庵憲司 (G Kデザイン機構会

長)、 金子賢治 (東京国立近代美術館) 、観世祭夫 (能楽

師)、 木戸敏郎 (演出家)、 酒井忠康 (神奈川県近代美術

館館長)、 玉井賢二 ( メテ2 イアパークつくば常務取締役)、

中村昌生 (例京都伝統建築技術潟会理事長) の各氏。

第9回日本文化萎術奨励賞の中の「日本現代慈術奨励賞J

の推薦応募概略は、以下の通り 。

対象者 2名以内 (原則として35歳以下)

現代萎術の創作普及、調査研究活動においてあ

る程度の実績があり 、奨励賞を受けることによ

り、今後の活動がさらに期待される実技者、研

究者。

受 付 2001 年11 月1日(木)- 12月10日(月)

当日消印有効

賞授与 2002年3 月下旬

詳細、推薦応募要項、応募用紙は、倒日本文化義術財団

( 干160- 0012 東京都新宿区南元町 13- 7 T E L 03-

5269- 0037、UR L http: // www. j part sf dn.org) のホー

ムページを参照。応募用紙はダウンロ ドできる。



札幌国際デザイン賞作晶公募

都市計画、建築計画、環境デザインからファッションテ

ザインまであらゆるデザイン分野から 、札幌にふさわし

い新鮮で魅力に満ちた ライフスタイルの提案を募集して

いる。 6回目の今年のテーマは「札幌の新しいライフス

タイルをデザインするJ。

過去 5 回の受賞作品等は、ホームページ (http://www

city.  sapporo.  jp/shi mi n/desi gn/) を参照。

応 募 資 格 不 問。個人でも団体でも応募可。

応募点数制限なし。未発劃宇品に限る。

出品書類 ①出品票、②デザイン・コンセプ卜説明書を

郵便、 F AX or e- mai l で取り寄せる。

札幌国際デザイン賞実行委員会事務局

干060・0001 札幌市中央区北 1条西 7 丁目

ｾ ｩＩＺｪ ｴ 海道未来総合研究所内

T E L  011- 242- 1334、FAX011- 261 ・4882

e- mai l  :  des ign@voi cenet . co. jp 

出品方法 ①出品票、 ②デザイン・コンセプト説明園、

③応募作品 (A 1判パネルに 、平面で表現。

2枚まで使用可) を出品先へ提出。

出品先/ 日本通達(附 L幌西支底物流セン合 一

倉庫係 (T E L 011 ・717・8850)

出品期間 2002年 1 月7 日(月) - 1 月31 日(木) 必着

審査委員 荒井徹 (札幌市立高等専門学校校長) ほか

賞の種類大賞 1点 100万円、準大賞 1点 50万円ほか

I NAXデザインコンテスト

部門 アーマ 対象 応募単位

《主

1999年 8 月1 日 ~
インアリアに IN

弓イ害

2001年 11 月初日に
AX 製 品 1 点以上/  

ヲリユ

「応募者

竣工 した新築、及
を使った空間

ト宅乙
ぴリフォームを行

自主テーマ J

った戸建住宅 ( 建
エウステリ 7 にIN

Zエ竺Ｒ ョｾ
売り含む ) ・集合

A X製 品 1 点以上

13 

住宅
を使った空間

フ'

1999年 8 月1 日 ~

2001年 11 月30日に

T  竣工した新築、及

て?
びリフォームを行

音E
( A '  B  った戸建住宅・集

インテリアまたは門

共通テーマ) 合住宅 ・施段 (医A  

工ヲステリアに骸

「ベッ トと 療施設、介緩施設

当する空間

「弓t

共に生きる J 等)

実施現場を f半わな

て司F いアイデア提案で、

部
対象は「テーマ部

r， 
門AJ に準ずるB  

応募締切 - 2001 年11 月30 日 (当日消印有効)

審査委員曾国雄亮 (陶芸家) 一委員長一

木村誠之助 (建築家)、 中村好文 (建築家)

応募方法所定の応募用紙に必要事項を記載し、下記コ

ンテス ト事務局へ、資料を提出する。

I NAXデザイン コンテスト事務局

東京都新宿区西新宿6-5-1 〒163- 1314

T E L 0 3・5381 ・7423、F AX 0 3・5381- 7447

http:// www.  i nax.  CO.  jp/  

一一一一i nf ormat i on

「建築 1 0 0人 x 1 0 0冊展J 作品募集

建築の持つ多機な力、建築とそれにかかわる人々の関

係、建築についての思い… それらを 1冊の「本j にま

とめ展示する昨年に引き続いてのこの企画に、建築に

関心のある人なら資格を間わず、未発表作品の応募を

呼びかけている。

Ar chi - space2002実行委員会 ( 実行委員長・中 田

誠) + AD & Aが主催するArch卜space2002 [ "建築100

人X 1 0 0冊展j では 、設計プロセスでのスケ ッチ集、

建築が見せる様々な姿の写真集、記憶に残る印象的な

空間体験のド、キュメント 、建築の可能性をめぐる企画

等自由なテーマを設定している。

提 出 「冊子J 状に綴じて「めくって読む ・見るJ

ことカf できるような形にまとめる。あるいは

「本J という形式についての新しい提案等も

可。テ マに即していれば表現方法等は自由。

ただし 、作品の大きさはA 3 サイズ以下を基

本とする。超える場合は事前連絡が必要。

出品料 7000円 (D M' 会場設営代等)

申込み応募申込用紙 (電話 ・F AX ' e- mail で請求)

に必要事項を記入し 、出品料を添えてA D &

A  gal leryに2001 年12月10 日までに持参また

は郵送する。

作品展会期は2002年 2 月18 日( 月) - 3 月 1 日(金)、

会場はA D &  A  gal l ery を予定している。詳細問い合わ

せはA D & A g剖l ery (〒550- 0003 大阪市西区京町

堀 1-6・12 、 T E L 06- 6445- 7733、 F A X 06- 6445-

7735、e- mai l :  ada@r emus .dt i. ne.j p) へ。

なお、昨年の展示風景はA D & Aのホ ームページに掲

載。 (http:// w w w.r emus .dti . ne.jp/骨 ada)

r  Asi a Du  Pont  Ant ron Desi gn Awar dJ 最優秀賞を日本初受賞

5 階パブリツクスペース

竹中工務庖の設計・監理による「ホテル近鉄ユニハー スに、水しぶき 、陽光、火炎引康状にあしらっている。

サル ・シティ J (大阪市此花区島屋) のインテリアデ 表彰式は 8 月3 日に香港のグランドハイアットホテル

ザイン (デザイン : 大阪本j吉設計部ー薄田学、下関博、 で行われた。

山羽ひ とみ ) が、 デュ ポン社の[ " Asi a Du  Pont  

Ant ron Desi gn Awar dJ 最優秀賞を受賞した。

32年の歴史があるこの顕彰制度は 、インテリアデザ

イン分野では権威のあるものとして知られ、テーュポン

社の素材によるカ ーペッ トを使い、竣工後 4 年以内の

物件が対象となる。家具や備品も含めたトータルイン

テリアと しての革新性と独自性が、 5 人の審査員によ

って審査され、最優秀賞 1件に絞ら れるが、「ホテル

近鉄ユニバーサル ・シティ J のインテリアデザインは、

「ホスピタリティ分野j で優秀賞に、さらにト タル

の審査で最優秀賞を獲得したもの。

受賞の対象となった当ホテルの 4 - 5 階のパブリ ック

スペース 、客室階の通路のカーベは深い青と黒をベー

建築面積 1，597. 85ni  (延床面積 23，995.34ni )

構造 ・階数 鉄骨造、 地上25陪

建築主 倣活鉄ホテルシステムズ、 近緩日本鉄道絢

施工 竹中工務庖・大林組 ・大日本土木 J V

工期 1999年12月- 2001年7 月

柴田正己氏、名誉博士に!

明治建築研究会や歴史的景観研究会などで近代の歴史的

建造物の保存 ・活用 を世に問い、保存運動をすすめてき

た柴田正己氏が、アメ リカ・ハワイ州で認可された国際

大学I OND Uni versit yから名誉博士号を授与された。

柴田氏の実績 と社会的貢献が認められ、イオンド大学名

誉博士推薦委員会から名誉博士に推されたもので、思い

がけない出来事に柴田氏も うれしさを隠し切れない。
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追 悼

日本建築 協会前副会長 岡本行善先生を偲ぶ

略

1927五ド 3 月22日 兵庫県朝来郡生野町で生まれる

17.歳( 1944i F- 3 月) 姫路中学( 現姫路西高校) 司ι業

18歳 (1945年8 丹) 第二次世界大戦終戦

21員長 (1似8年3 月) 神戸工業専門学校( 現神戸大学) 建築科卒業

(4 月) 安EB建築設計事務所勤務

22歳 (1949年3 月) 芦屋市役所建築部建築諜勤務

幻歳 Ｈ Ｑ Ｙ 弘 正 ｉ ｾ ｬｬ 月Ｉ 松田知i珂と結婚

30員長 (1957年3 月) 昭和l建築設計事務所自蛍

(10月) 0船昭和建築設計事務所を神戸市生田区下山手通りにて創設

代表取締役社長に就任

31歳( 1958年) 事務所を大阪市西区阿波座に移転

35歳( 1962年) (仰昭和設計事務所に社名変更

37.歳( 196が1'-) 東京オリンピック開催

40.歳 (1967年) 事務所を大阪市西区新町に移転

43歳 (1970年) 大阪万国博覧会ｲ， ｾ ｦｬ ｕ

45放 (1972年) (附昭和設計に社名変更

51歳 (1978年) 日本建築士会連合会会長賞受賞

59員長 (1986年) 大阪府知事表彰

61歳 (1988年) 建設大臣表彰

64.歳 (1991年) 質綬ｾｾ受章

68歳( 1995年) 阪神・淡路大震災発生

70.泳 (1977年) 事務所を大阪市港区弁天に移転

71歳 (1998年) 取締役会長に就任

烈{ 五等双光旭日;章受章

72放 (1鈎9年) 名誉会長に就任

2∞1年8 月28日 7kll .民
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歴

公的役職の略歴

作ｊｴＮｫ阪 府 主 ｾ築士 会 理事、建築談話 ＱＱＱ 在理協 会 辿 合会 副 会長、

ω日本建築家協会本部理事、 (ω 日本建築協会副会長、

大阪建築家クラブ会長、大阪西北ロータリークラブ会長などの要臓を歴任。

趣味

絵画( 特にパ、ノコンによる絵画) 、読書、カントリーライブ、ゴルフ

日本建築協会前高IJ会 長岡本行普先生が、平成13年 8 月

28日( 火) に永眠されました。

8 月30 日の近親者による密葬のあと、 9 月26 日( 水)

午前 11時から大阪市内の三井アーパンホテル大阪ベイ

タワーで、 H召平( J 設計による 「お別れの会J が執り行わ

れ、各界か ら1500人を，也える方々が参列し、先生のご

冥福を祈りました 。 こ乙に |河本先生所縁の神戸大学名

主教 授 ・元学長、発天義久氏からの追悼文を掲，1進いた

しました 。



岡本君は逝きました

尭 天 義 久

神戸大学名誉教授 - 元学長

日本建築協会前副会長 ・鮒昭和設計名誉会長岡本行善氏は、去る

8 月28日享年75歳で逝去されました。一昨年同社の名誉会長に退か

れてからも極めてお元気に居られたのに、 7 月始めの突然の入院か

ら急速に重篤になり、ちあき夫人の懸命の看護も空しく余りにも急

なご逝去は、深い悲しみと痛恨の至りであります。

岡本さんは、神戸工業専門学校( 現神戸大学) 建築科で今は亡き

永沢毅一、滝沢真弓、野地備左、伴潔の先生方の薫陶を受けて昭和

23年卒業し、昭和32年に同窓で生涯の同志の林唯夫氏( 元昭和設計

副社長) など数名で(槻昭和建築設計事務所を創設し代表取締役社長

に就任され、爾来44年にE り同社を今日の昭和設計に育てあげ、つ

ねに社会貢献を標携し優れた数々の業績を挙げてこられました。

「誰でも入ることができ、誰もが社長になり得る 。そんな事務所

を目指すJ が明るい開かれた事務所への創設の精神でした。

岡本さんは、アーキテクトやスペシャリスト個人が自主創造的に

活動し感性と能力を高めながら同時に組織をいかに活性化するかと

いう組織事務所のあるべき姿について、根源的な「個と全J の哲学

的命題に遡つての思索を重ねて、その帰結がホロンの理念に基づく

組織、経営であったと思います。そして更にそれを踏まえて各チー

ムを特化型に再編成強化するなど、こうした真撃な姿勢が創造的で

感性豊かな多くの才能が育つことにつながったと思います。

作品の質を高めて、優れた建築と人関環境づくりに、常に社会貢

献の役割を担っているとする自覚に基づいた設計姿勢による作品業

績は、なみはやドーム や長居陸上競技場にみる緊張感溢れるスポー

ツ施設や、例えば文化パ lレク城陽のような感動と賑いの文化施設、

生命が吹き込まれたような宝塚花のみちゃ新しい都市空間の六甲ア

イランド、早くから力を注いできた数々の医療 ・福祉施設や環境施

設なとぞ広汎にE っている 。 ゴミ処理、水処理などの都市活動の終末

施設や、人間の終鷲施設の葬儀場など、迷惑、禁忌施設として片隅

に追いやられ機能性の充足だけに終わっていたかのような多くの環

境施設に世に訴える意匠性を与え新しい価値観の息吹きを吹き込ん

できた業績は高く評価されましょう 。 フンデルトバッサ氏との協同

のゴミ焼却舞洲工場などは、環境への関心の高まりを訴えながらも

子供達の夢の城を訪併とさせて楽しい。 また、震災復興は建築家の

職能のうちでの最たるものであるとして、阪神大震災の翌日からの

被害建物などの公的な調査 ・復旧に全力を挙げて協力し、復興基準

づくりなど組織事務所でなくてはできないような活動を率先指揮し

たのも記憶に新しい。

社業のほか、建築設計監理協会連合会副会長など多くの建築諸団

体の要職に就かれ、これらの維持発展と建築界に尽くされた功績は

著しいものがあります。 また大阪西北ロ ータリークラブ会長や高橋

慶夫氏や山根正次郎氏などを混えた大阪クラブの月例昼食会のお世

話など、岡本さんの交友関係の巾広さがうかがわれます。

また母校を愛された岡本さんは、姫路中学、神戸大学工学部同窓

会の会長を親身になって務め、神戸大学建築奨学会を設立するなど

建築を志す若い人々の育成にも力を尽くされました。

趣味豊かな氏は絵画にも長じ最近はパソコンによる抽象空間に遊

ばれ、大阪建築家クラブよぎ展に病床からの三点が最後の出展とな

ったのは残念でならない。ゴルフや週末のちあき夫人と山荘馬酔木

亭での四季のカン トリーライフを楽しみに して居られたのにそれも

叶え られなくなったのも悔や まれます。

思えば、岡本さんは建築家として、かつ経営哲学の実践者であり、

暖かい人情味溢れる得難い素晴らしい人でありました。

岡本さんが育て上げられた線、合力ある昭和設計には、 三宗司郎社

長を始め数多くの優秀な才能が育っており、 21世紀をリードするに

違いないと期待されます。

最後に、鎮魂の一片の詩を捧げたく思います。岡本さん、安らか

にお眠り下さい。

鎮魂の詩「岡本君は逝きました。J

人にやさしい建築と 自然にやさしい環境の

優れた仕事をやり遂げて 豊かな社会を創ろうと

寡黙に真撃に誠実に 力の限り働いて

多くの人に尽くすなど いのちの炎と情熱を

燃やし果たしたかのように 岡本君は逝きました。

いま、幽明を別にして ホロンの理念と業績と

元気な頃の想い出を

岡本君は逝きました。

残して去って逝きました。
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月間の動き

議 事 ( 1) 10月号「緊張j 特集経過報告

21 世紀の協会検討委員会 (2)  r構造の頁」の企函

第 2 回「協会の理念 ・会勢に関する j 分科会 第 5 回施工材料分科会

11 日 3 時- 5 時10分 ・於本会会議室 27日 5 時- 6 時30分 ・於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 5 名 出 席 者 太 万 川 幹 事

議 題 「協会21 世紀を考える委員会J 答申の具体的 議 事 来 年 度 特 集 に つ い て

実効策について 第 6 回作品作風小委員会

第 2 回「建築と社会に関する」分科会 27 日 7 時- 9 時30分・於本会会議室

13日 3 時- 5 時15分 ・於本会会議室 出 席 者 赤 木 副 委 員 長 ほ か 7 名

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 4 名 議 事 ( 1) 作品の選定

議 題 「協会21 世紀を考える委員会」答申の具体的 (2) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

実効策について ( 3)  rgal leryJ 掲載報告・予定

第 2 回「協会の機矯・運営に関する j 分科会 (4)  r  Sket ch BookJ 欄の掲載予定

17日 4 時- 6 時25分 ・於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か 4 名

議 題 「協会21 世紀を考える委員会」答申の具体的

実効策について

第 3 回 21世紀の協会検討委員会 (全体会議)

26日 3 時- 5 時15分・於本会会議室

出 席 者 川 口 副 会 長 ほ か 12名

議 題 「協会21世紀を考える委員会」答申の具体的

実効策について

編集委員会

第 6 回編集委員会

5 日 6 時- 8 時 ・於本会会議室

出 席 者 宮 田 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 ( 1) 10月号「緊張」特集経過報告

(2)  11 月号「私の空間作法J 特集経過報告

(3)  12 月 号 「 第 4 8 回 青 年 技 術 者 」 特 集 ・

rNHK大阪新放送会館・大阪市立新博物館j

特集経過報告

(4) 収支状況報告

第 6 回広告企画小委員会

5 日 4 時- 5 時40分 ・於本会会議室

出 席 者 宮 田 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 (1) 10月号「緊張」特集 ・ 「都市基盤笠備公団J

特集経過報告

(2)  11 月号「私の空間作法j 特集経過報告

(3) 作品作風関係報告

(4) 独自特集企画

(5) 収支状況報告

第 6 回設備分科会

4 日 6時- 7 時30分 ・於本会会議室

出 席 者 近 藤 国 夫 幹 事 ほ か 2 名

議 事 ( 1) 新シリーズの企画

(2)  r設備の頁j の企函

(3) 来年の特集テーマ

第 6 団法令分科会

11 日 2 時- 4 時25分 ・於本会会議室

出 席 者 中 島 幹 事 ほ か 5 名

議 事 (1) r法令コーナ ーj の企画

(2) 来年の特集

第 7 回構造分科会

14日 6 時 - 7 時30分・於本会会議室

出 席 者 木 下 幹 事 ほ か 6 名

48 遮築と社会 ・2∞1.11

(5)  11 月号会員特集号会告掲載について

事業委員会

第 4 回事業委員会

28日 6 時- 7 時30分 ・於本会会議室

出席者 川村委員長ほか 11名

議 事 各小委員会からの報告と検討

第 5 回若い会員の集い小委員会

4 日 7 時- 9 時 ・於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1) 今後の企画について

(2)  r30's  EY E  出版」について

(3)  rアアルト住宅展j について

第 4 回情報小委員会

12日 6 時- 7 時45分 ・於本会会議室

出 席 者 天 野 副 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 今 後 の 予 定 に つ い て

第 4 回見学会小委員会

13日 6 時- 7 時30分 ・於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 実 施 報 告 と 今 後 の 予 定 に つ い て

出版委員会

第 5 回出版委員会

20 日 6 時- 7 時 ・於本会会議室

出席者 山田委員長ほか 8 名

議 事 ( 1) < プ口のノウハウ > と特装本の経過報告

(2) 今後のテーマと執筆者選定

第 3 回結震のトラブルと解決策小委員会 (仮称)

6 日 6 時- 7 時30分・於本会会議室

出 席 者 岩 崎 副 査 ほ か 5 名

議 事 編 集 の 考 え 方 (進め方) について

見学 会

第 6 回見学会 ・奈良県立万葉文化館

29日 1 時- 4 時30分 参加者・ 16名

「文化遺産としてのモダニズム建築」関西展

・藤井厚二「聴竹居」見学会 参加者 ・46名

15日 1 ｾｊｉＱＲ 時 ＭＱ 時 Ｒ 班 Ｑ 時 ＳＰ 分 ＭＲ 時 ＳＰ 分

3班 3 時- 4 時

・吉板隆正「浦邸j 見学会 参加者 ・20名

22日 1班 2 時- 3 時 2 班 3 時- 4 時

【平成13年 9 月分】

講演会

「文化遺産としてのモダニズム建築J 関西展記念講演会

石田潤一郎+ 東孝光+ 佐野吉彦

「関西のモダニスε ムJ 建築を語る

17日 6 時30分- 9 時15分 ・於大阪ガスビル

参加者 257名

青年抜術者選考委員会

第48回青年技術者選考委員会

18日 1 時- 5 時 ・於本会会議室

出席者宮回選考委員長ほか10名

議 事 第48回青年技術者選考

1  ｾ＠ 建築クラブ

第352回朝食会

11 日 8 時- 9 時30分・於大阪全日空ホテル

演 題 「シド ニーオ リンピ ック水泳の総括と

アテネへの展望」

講 師 奥 田 精一郎氏 ( イトマ ンスイミタス クール

名誉会長)

参加者 32名

入会者(敬称略)

〔個人会員 12名〕

青(大柳成彊設恒抽雄)) 荒(制井大林庸組)行 安{藤附大林雅組)敏

大({制主大林和組)正 中{側山大林組)保 石(鹿黒島撞陸敬側史)  

笠(鹿原島姐段恒刷孝。 倫小除林湿企画浩股二E十) 駒(側井麗木工貴務直之)  

鳥帰山国檀樹信首治)  野(嗣片中守中工康務庖司)  (附三軍宅縮ま趨駿直事務樹所)

4 会員の言ト報

藤 原 吉 昭 氏 平 成13年 9 月20日ご逝去



日 本 建 築 協 会 評 議 員 (敬称略)日 本 建 築 協 会 役 員 会 務 分 掌 (敬称略)

(管工部門)

宣 夫 倣 賀 工 業 )

直 人 ( 毎 日 工 業 )

fi![ 5 I E 伏阪城口研究所)

途 失 明 1 li} t) 

良 樹 仰1 日 工 業 社 )

( 建材部門)

尚 雄 ωK洋シャッター)

稔 ( ゼ ネ ラ ル 化 成 )

三 ( ユ ニ オ ン )

男 ( 新 東 洋 合 成 )

男( サングロープ)

宏 ( 松 村 組 )

敏

芳

木

田得

議 長

副議長

木

原

口

中

島

神

古

城

間

三

打垣内

志 田

立 野 純

月 城 則

支部所属評議員

(京都支部)

治 ( 利 治 届 )

栄 一 侃 京 都 市 職 員 )

照 雄 偽 島 建築設計事務所)

昌 次 (16 J : 1 遊関)

( 中国支部)

弘 美 ( ア オ ケ ン )

剛 一 (消 印 工 務 庖 )

孝 之広島大学名誉教授)

敏 男 ( 福 永 述 奴 )

(東海支部)

淳 之介 彼自11建築事務所)

英 一 ( 鴻 池 組 )

泰 造( 柿間接造建築事務所)

壮一良I1 ( 愛知l 工 業 大 学 )

飼I Ｙｾ＠ ( 丸 普 深 見 越 装 )

富士男( シ ー ド)

金 之 ( 愛 知 工 業 大 学 )

明 久 侃 1 N  A  X) 

(和 歌山支部)

(ii; 哉臼附述築般計111務所)

泰 秀 ( 北 山 組 )

谷

川

島

田

上

回

津

永

村

山

本

田

本

田

回

山

神

井

森

山

井

清

嶋

福

谷

寺

福

松

盛

森

林

芳

ｾ �＠

ｾｴ＠

本部所属評議員

学

制

問

力

附

剣

山

即

創

刊

相

川

相

齢

制

削

船

山

川

紛

紛

川

和

船

削

船

出

町

船

齢

制

山

伏

宅

一

聞

大

持

土

紛

務

市

加

盟

主

2

川

町

3

山

臨

時

世

込

延

建

ユ

知

I

t

イ

，

一

沼

工

高

村

村

本

林

池

工

工

り

タ

)

仙

水

市

グ

》

芸

)

井

雄

総

田

政

問

)

海

宝

畿

央

門

前

阪

ン

げ

阪

門

木

日

中

4

4

め

リ

門

剖

山山

M

W

伏

仙

げ

山

肌

伏

部

川

畑

倣

三

側

微

細

別

松

倒

伏

伏

一

伊

抽

削

竹

安

問

位

個

ゆ

モ

部

問

問

巳

M

叫

仙

門

前

合

(

(

(

(

(

(

(

気

樹

治

徹

博

男

郎

昭

給

夫

之

郎

司

文

司

宏

勉

三

郎

男

司

二

右

生

健

昭

仙

川

平

電

之

一

成

生

(

三

(

出

太

健

敏

幸

政

自

民

哲

昭

敏

哲

芳

慾

紘

利

前

室

、

が

幹

照

伸

秀

一

卓

村

川

問

木

上

形

塚

田

原

脇

木

大

上

初

縦

一

高

谷

得

任

林

日

松

宮

宗

柳

士口

辻

西

前

松

浅

嘉

谷

矢

下

中

平

三

村

山

企画担当

編 集 研 修 姐 当

総務・会計事務局担当

会勢 ・11¥業担当

正一/ (紛安井建築設計事務所

潔/ 京都大学名誉教授

)1頂弘/ ( 掬竹中工務庖

吉 彦 / (鈎安井ー建築設計事務所

博文/ 大阪ガス( 紛

嗣郎/ 側大林組

成 尾 克 彦 / (紛きんでん

輿謝野久/ ( 掬日建設計

佐野

金多

名誉 会 長

長
A .  

"" 

口

野

野

木

川

佐

芝

高

副 会 長

会勢 11¥業担当

編集. 研修担当

一 季/ (悌鴻池組

敏郎/ 広島工業大学( 非常勤)

三辰 / (鈎安井建築設計事務所

節/ ダイダン(槻

普雄/ 側銭高組

展弘/ ( 掬 日建設計

正/ 大晃設備側

鴻 池

古 林

: 0小宮

気

機

業

設

t世

情

工

ffi 

ｉ ｾ＠

旺l

田

笹

田

崎

回

滞

川

本

回

野

村

野

海

納

d
m
 

一
一
一

: 0和田

祐治/ 小

盛明/ 自

俊 三 / (械

照 久 / (関

修/ 修建

〈

云

一

協

一

業

一

設

一

組

建

一

沼

阪

一

生

一

…

向

性

恭

一

(

l

:

 

ノ

ゾ

/

一

山

一

郷

一

浩

失

利

一

杉

一

本

一

;

i

J

 

I

-

-

J

 

)

J

 

勢

自

転

一

割

一

劃

一

;

;

 

国

浅

久

一

務

一

監

一

常

一

(

-

前 田 隆 司/ 側前田商会聴 / (鉛松村組

日 本 建 築 協 会 支 部 長 (敬称略)

資料・他日本強策協会役只名簿
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祐 ( モチケンコーポレーンョン)

劇l ( 広島工業大学( 非常勤) )

辰Ｈ安 ｾ Ｑ Ｇ ＱｩｉＡ築設計事務所Ｉ

義( 東野建築設計事務所)

秀

敏

三

信

月

林

宮

野

望

古

小

東

京 都

中 国

東 海

和歌 山



平 成 1 3年 度

日本建築協会常設委員会委員

. 編集委員会

会誌「述築と社会j の 企 画 編 集

。 宮 田 ! ! 日 久 (1昭 和 設 計 )

・ 特 集小 委 員 会

計 画 分 科 会

(計画系)

Ｑ ｾ ｾ 縫慾幸Ｈ日建設計Ｉ

彬 回 慈 愛 ( 竹 中 工 務 庖 )

小 評n 久 子 ( 大阪大学大学院)

鈴 木 克 彦 ( 車部工芸揖雄大学大学院)

田 中 直 人 ( 棋 南 大 学 )

紅 谷 昇 平 ( 三 事l 総 合 研 究 所)

創11 凹 浩 史 伏阪，lis十商訓豊富局)

松 田 奈 緒 子 仮置工芸雌大学大学院生)

松 本 正 行 ( 阪 : C : l 111 鉄)

吉 村 英 祐 ( 大 阪 大 学 大 学 院 )

(建築計画系)

刷

野

玉

林

藤

井

村

本

岡

部

江

菅

兇

小

佐

絞

迫

笹

塚

所

野

服

ム

敏 史 ( 日 建 設 計)

! 忠 司 OJ l l 向辿J ! ! )

敬 志 (;k I i l l 投 m

{愛 子 ( U R 股 m

不 二 男 伏 阪 大 学 大 学 院 )

則 峻 伏 林 組 )

洋 海 ( 治 水 建 設 )

欽也u l ! 畑錨! 祭事務所)

史 郎 ( 淑I i也 組 )

千 夏 ( 安井也築設計事務所)

隆 史 ( 竹 中 工 務 庖 )

光 宏 t大 成 建 設 )

( インテリア・住宅系)

石 川 佳 子 ( 辻 中)

加 藤 力 ( 京市工芸雌雄大学大学院)

北 浦 か ほ る ( 大 阪 市 立 大 学 )

小 梶 音 隆 ( 竹 中 工 務 庖 )

佐 膝 )1持 紀 (/:11m基盤撃備公団)

問 中 治 介 ( 照 水 ハ ウ ス )

高 野 直 樹 t安井挫築設計事務所)

ム 商 固 有I 子 伏 林 組 )

ぺリ一史子Ｈ大阪 ｍｾ 巨大学Ｉ

本 山 仁 ( 総 下 itl 工)

構 造 分 科 会

大 氏 正 嗣 ( デザイン構造研究所)

金 田 県l 照 Ｈｾｴ 峰雄築構造研究所Ｉ

回 初1 ) 日 時 道 ( 竹 中 工 務 庖)

ム 木 下 隆 嗣 ( 東 知l辿築事務所)

佐 治 明 志 ( 大 林 組 )

白 沢 吉 衛 ( 日 建 設 計 )

住 田 隆 二 ( キ ン キ 総 合 設 計 )

凹 中 剛 ( 仲 戸 大 学 )

竹 内 秀 紀 (安)1建築設計事務所)

松 村 和 夫 ( 総 村 梢 進 計 画 )

向 井 洋 一 ( 大 阪 大 学 大 学 院 )

古 川 兵 次 ( 鴻 池 創

設 備 分 科 会

梶 井 宏 修 ( 近 畿 大 学)

河 井 ! 友 人 ( 関 西 大 学)

河 津 隆 之 (i"1 i I ! 隆之事務所)

ム 近 藤 国 夫 ( き ん で ん )

近 藤 正 一 ( 大 阪 市 住 宅 問

田 ノ 畑 好 幸 ( 竹 中 工 務 底)

西 岡 道 Mt ( ; 大阪 市 住 宅 l;:;j )

桝 井 1'.1: 腕 ( 総合設備コンサルタント)

村 上 幸 三郎 ( 村上デザイン! I l 務所)

谷 津 和 久 ( 新 毅 冷 熱 工 来 )

山 根 敏 平日 ( 安! Hl ! 築設計事務所)

施 工 材 料 分 科 会

柏 田 実 (70'1 水主l ! 設)

小 椎 八 重 猛 ( 積 水 ハ ウ ス )

竹 中 秀 文 伏 林 組)
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A 太 刀川 丈 附 ( 竹 中 工 務 自 )

能 美 敏 男 ( 肱 向 I i l l 波)

地 図 信 久 ( 大 阪 府 強 策 郎ili 部)

吉 田 正 友 ( 日本建築総合試験所)

法 令 分 科 会

伊 勢 ｾｾ＠ 男 ( 京都府建築指i ! . I i深)

薄 木 三 男 ( 大阪市建築指抑制

衣笠春幸Ｈ兵， ｊ ｉ ｉｾ［ｬ 生ｬＡ築指抑制

蕪木省二( 京都市I i l l 築指浦河5)

ム 中 島 和l 也 ( 神戸市雄築指持部)

森下嘉弘Ｈ大阪府建築指ｬＡ，ｴｾ担Ｉ

. 作 品 作 風小 委 員 会

0 赤 木 隆 ( 日 雄 投 J t )

浅 尾 宏( 大阪府越築都市部)

朝 倉 一 晃( 兵庫県住宅盤備i深)

居 内 工工 夫 ( 龍闘昌克珪聾盟計事商所)

弁上ｾ主将 ￎ ( 大 林 組 l )

川 上 比 奈 子 ( 夙川学院短陣! 大学)

合 対| 奈 千 子 ( 問中古文露骨盟聾研究所)

奇 問 宏 治 ( 制Hl ! 築設計事務所)

Ｇ Ｚ ＱＢ 村文 ｫｾ ( 東知II i l l 築事務所)

u  孝 司 ( 治 水 建 設 )

前 川 治 彦 ( 仰11治彦処築研究所)

相 田 敬 彦 ( 住 友 信 託 銀 行 )

桶 凹 俊 哉 ( 竹 中 工 務 自)

山 田 俊， ，j1己 (1昭 和 設 計 )

. 会 員 企画 小委 員 会

有n 木 裕 子 ( 大阪主l ! 投専門学校)

大 谷 由 紀 子 ( 奈良立子大学大学院生)

河 崎 敦 子 ( 竹 中 工 務 脂)

消 水 腿 子 ( デザインオ 7 ィスレイ)

O高 岡 仰 ー (1昭 和 設 計 )

i町 田 光 ME ( ) ; ( 柿大学大学院)

辰 巳 消 ー ( 日 本 設 計 )

塚 口 明 洋 ( 嫁印刷洋建築研究室)

辻 川 ひ と み

福 田 瑞 税l ( 大 建 設 計 )

. 広告 企 画小 委 員 会

大 迎 敏 樹 ( 訟 村 副 l )

小 附 義 明 (1ん ぬ もII J!!) 

小 山 ｉｉ ｾ＠ ( J l [ 却J I i l l 祭事務所)

斉 藤 治 久 ( 昭 和 設 計)

団 対l 博 昭 ( 大 林 組)

千 築 耕 作 ( 竹 中 工 務 応)

O林 一 彦 ( 大 成 主II J!!) 

平 松 勉 ( 鴻 池 紺)

古 畑l 健 一 ( 消 水 建 設 )

前 回 i街 ( 日 建 設 J t )

波 治 浩 文 ( 安井建築制f事務所)

・事業委員会

見 学 講M 脱 'YI ・1民 示 映 画 ・ 懇 親会 ・

i / o，い会ぬのw、いなどの企画およびつ健施

。 川 村 民 次 ( 関西市市整備セント)

会 多 井 幸 男 ( 多 J t - 述築研究所)

O伊 藤 武 夫 (大 体 制 。

O原 見 昌 志

0 南 次 郎

. 見 学 会 小 委 員 会

0 福 Q

A 伊 j侍

ム 小 林

ム 坂 田

ム 坂 本

ム 福 家

伊 東

久 保 田

熊 野

崎

論 夫 ( 1 聡 向 I i l l 設 )

博

成( i l ( j 池 制 1 )

雄 二 ( 竹 中 工 務 応)

良 高 ( 大 林 組 )

{ 放( 欽I i l l Iill i投)

史 郎

秀 男 ( 日 他 殺 J I " )

健 司 ( 大 阪 市 住 宅 局)

仰 夫 Oj! 知l建築事務所)

|帰 い た し ま し た 。

平 成 13年 4 月25 日 開 催 の 常 任 理 事 会 に お い て 、 各 常 設 委l二i会 委 員 を 委

( 敬林略 。向l委員長 O印刷委以長 A 印幹事 合顧問 戦場名は略祢)

松 浦 剛 士 ( 汗i 水 雄 投1

Ｎｦ ￭ｾ 本 剛( 大阪府主II 築仰，Ii 部)

杢 谷 通 夫 ( 大 成 主 l ! 設 )

森 田 芳 次 ( 安井建築設計事務所)

・情 報 小 委 員 会

0 天 野 直 樹 ( 竹 中 工 務 脳 )

ム 小 笹 光 彦 ( ランテ ッヲ 計画ヲ11務所)

ム 大 井 昇 二 ( 大 林 剥 1 )

ム 酒 井 重 治 ( 大阪建築防虫センター)

ム 瀬 戸川 筏( 1 剥削i セ品質保証)

ム 縁 団 的 春 ( き ん で ん )

ム 中 西 稔( ジエイアール西日本)

奥 村 Jffi ( 高 級 建 設 )

紙 西 孝 彦 ( 昭 和 設 計)

桁i 制i 粥 Ｈ大阪市辿ｾ応Ｉ

木場公典 Ｈ大阪府主 ｬｬｾ ＯＺｉｉ， ｬｩ 部 Ｉ

下 前 総 一 { 京 自IJ Iill築 '11務所)

下 村 健 治 ( 大阪背山短期大学)

宮 内 宏 ( 宮 内 閥 会 )

- 若い 会 員 の 集し、小委 員 会

0 杉 本 兵 一 ( 大 阪 芸 術 大 学 )

ム 石 井 太 志 ( 1 昭 和 投 計 )

ム 阪 田 弘 一 ( 京晶工芸櫨雄太乍k学院)

ム 樋 上 新 治 ( 附 プ ラ ント H 7 0 )

ム 山 |嬰 直 人 (Kt一級住築上事務所)

ム 吉 武 宗 平 ( ヘ ッ ズ)

ム 米 安十 Ji ( Jl!剥IJll i 築' 1 > 務所)

有 国 吉 弘 ( 阪 急 電 鉄 )

岡 田 耕 治 ( 日 他 殺 計)

河 合 哲 夫 (竹 中 工 務 応)

小 林 広 英 ( 建 築 研 究 協 会 )

佐 々 木 IW 子 ( 大 阪 市 住 宅 川

島 隆 男 (ω 隆列建築研究所)

杉 山 美 納 ( 束知l弘II 築耶務所)

ff l 1 野 荻 利 ( 大阪市教育委員会)

田 畑 重 明 { 板 倉 雄 築 研 究 所)

松 限 I ;1 ( 竹 中 工 務 庖 )

廻 は る よ ( 同工芸縦k材報生)

山 田 平il 弘 ( N. Y 総合事務所)

. 教育委員会

姐! 築教育についての調査 研究、議門会の

企jilij . 実施主らびに工高生デザインコンク

ール立どの企附および実施

。片 倉 健 雄 (元 近自盛大学)

・ 誘 習 会小 委 員 会

0 藤 井 孝 袋 (大 林 紛

江 崎 誠 ( f 1 l 村 紛

佐 1'.t 久 { 神戸大学大学院生)

白 塚 芳 郎 ( 鴻 池 組 )

関 川 詞 之 ( 大 成 雄 投 )

問 中 克 治 郎 ( 銭 尚 融l)

本 多 恭 宵1 (竹 中 工 務 脂 )

室 谷 和 平 (ill 水 辿 投 )

森 啓 3.05 (波 il l 紛

- 工高 生 教 育 小 委 員 会

0 和 田 康 l羽 ( 大肺立高帥二工車両控)

ム i悩 総 汗i 志 ( 大阪人間科学大学)

ム 三 宅 育 男 ( 大匝府立布施工E 高腔)

大 西 正 宜 ( 大臣府立西野UI 工量商船

長 山 公 三 ( 大匝府立西'1111工量高位)

小 池 啓 夫 ( 日 主II 設 計)

小 久 保 歪'1 ( 兵庫県立尼崎工車両校)

小 山 将 史 ( 緋市立工業高校)

林 野 茂 ( 大 脚立西刷工景品目)

武 田 雄 二 ( 愛知l 産 業 大 学 )

出 縦 隆 ( 大 阪 市立工芸尚校)

永 島 敏 郎 ( 安井建築制十事務所)

山 附 1io. (緋 市立工業高校)

吉 井 痢1 ｾｾ＠ ( %知l建築事務所)

- 出版委員会

建築に| 測する図的の企画編集刊行、 「建

築技術選山」特装版およひ. くプロのノウハウ>

の企耐ー刊行、ならびに講座の企画実施

。 111 回 修 ( 修I i l l 祭事務所)

O上 限 正 行 ( 竹 中 工 務 庖)

荒 川 治 徳 (荒111盟鰍情コンサルタント)

安 迷 英 俊 ( 安述必i量生II 築研究所)

井 上 ま る み ( 住まいの研究室)

柏 村 ｾ＠ 人 ( 大阪府立今宮工業高校)

問 団 子I1 弘 ( 大 林 組)

問 l到 1111  
子 ( 岡田惣策忍計事務所)

神 間 暢 子 ( 北線建築構造研究所)

楠 本 照 男 ( 昭 和 設 m

小 J斗 枝 春 ( 総 村 組)

田 中 正 司 ( 1 ， 鳥 山 建 設)

谷 川 康 信 ( 大阪工毘技術専門学校)

中 川 1io. ( n・1 水 建 設 )

1' " 本 尚 志 ( 竹 中 工 務 即

日書 11' :}t 介 ( 大 成 主 主 投 )

安 田 孝 ( 阪 市 大 学 )

. 建材委員会

建材コンサルタント 新建材の紹介
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- 企画委員会

( 日本建築センター)

( 藤 本 工 務 底 )

( 郷市基総監備公団)

( 近畿地方盤備局)

(1蕗 向 建 設 )

( 大 林 紛

(1] 4i: lli 策総合試験所)

( 大阪府建築都市部)

( 松 村 組 1 )

( 日 他 殺 m

( 大阪技術保興協会)

( 大 成 挫 設 )

(餓 13 紛

( 7 ーキアル 7 7 設計)

( 大 他 殺 J D

(NTI ファシリティーズ)

(安)1建築設計事務所)

Wi 水 生II 没)

( 点知II i l l 築事務所)

(t' r  '1' 工 務 鹿 )

( 奥 村 組 )

( 住友大阪セメント)

協会の今後の運営を検討、' 市議。
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. I T 検討委員会

。 述 総 展 弘 ( 臼 I i l l J!! Jt) 

Ｉｪｾ部光宏Ｈ大成建設 Ｉ

川 村 氏 次 ( 関西市，Ii 整備センター)

佐 l'.t 久 ( 神戸大学大学院生)

問 問 ヂ'1 弘 ( 大 林 組 )

和l 凹 克 朗 ( 日本主主築センター)

資料. (紛日本建築協会委只名簿



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施 工 )

結朝日工業社

本社 ・本底 東京都港区浜松町1- 25- 7 屯務03 (3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 烏1- 58- 59 電話06 (6302)  2270 

支 鹿 北海道/ 東北/ 北関東/ 犠浜/ 名古屋/ 中国/ 九州|

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ〉械式会社

本白大匝本社 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1丁目9番25号 電話 (06) 臼41-8231

東 京 本 社 干 102-0071 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03) 3261-8231  

支 社 名古屋 ・福岡

主 庸 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・繍浜 ・金 沢 京 都 神 戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 業 所 常広 ・函館青森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊田 ・沖 ・富山 ・

福井 ・徳山松山 ・高知 ・北九州鹿児島 ・那覇

出 強 所 組/'1 - 福島川崎 ・松江 ・徳島 ・下関長崎 ・大分 ー宮崎

海 外 宝 庫 シンガポー J レ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492) 58- 1511 

空気調和設備 i X ' ¥ 産 業 設 備

給 排 水 設 備 [ 1冨¥1 水 処 理 施 設

電 気 設 備 マー- - y 環 境 施 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 宅 清 光

常務取締役関西支庖長 本 木 満

関 西 支 庖 大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 2 1 危話 06 (6202)  7554 

本 社東京都千代田区有楽町 1 - 4 ー l 電話 03(3502)  6103 

支 底 北海道・東北・|関東・千葉・犠浜・北陸・名古屋 ・京都・神戸 ・四国・中国・九州

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設計施工

⑩ 三 建 設 備 工 業 株 弐 奮 枇

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電話 ( 6352) 1  1  3  1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 鍋 殻 町 2 - 2 2 電 話 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三晃空調

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満3丁目 13番20号 電 話06- 6363- 1 671

東京本庖東京都新宿区西新宿新宿住友ピル包括03- 3344- 7911

大阪本庖大阪市北区西天満3丁目 13番20号 電 話06- 6363- 1371

支 庖 仙台 ・横浜・名 古屋 ・京都 ・神戸・広応・福岡

( i ¥ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

配切 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

@星野 株 式 会 社 精 研

副防 町一_..・

本 社 大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピル1・2階)

〒542- 0066 m話 大 阪 (06) 6 7 6 8 - 5  0  3  1 代表

メンテナンス電話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 ー 1 6  5  1代 表

東 京 支 社 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石)11ピル 7階)

〒112- 0002 電 話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

商昂は空気ですo ¥ '  r-
a・.. 黙と空気の工ンジニ:;p - ーーー

〉ー〈/ 5 TZ見
・哩

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備，冷暖房設備 . 消火設備の設計施工

.. W 額面厩衛生工豪雨大阪本庖

大阪本1苫 〒531・0071 大 阪 市 北 区 中 津 六 丁目 8番 4号

T E L  06- 6458- 3628 (代 表)

本 社 干108-0023 束 京 都 港 区芝浦三丁目 6番 18号

T E L  03-3452-7441 (1-t )  

支 応 札幌・東北 ・新潟 ・東関東・横浜名古屋・九州

人と都市の快適な環境をつくります

官 鱒 種 目 位 計 結エ - I i 環

・電気設備

畳宜電 ・幹踊

動 力 制 劃 轟置

電信、融通. インタ - * ン

防犯、防虫

ゆ 灸監 視何1I・-
システム肘畠

- 空 鯛 ・給 排 水 ・ 衛 生設 備

空買鯛和

工場配菅

木島理

コー γ エネレーション

クリ ーンルーム

・プラント

プラン ト計量

ンステムエ ンジ ニアリング

s 世 出 辺 、 主 ¥

- 情報通信設備

情緩温情ネ ットワーク

情縄趣理

通槽シ ステム

融量システム

・電力狐 量段情

豊宜電

架空送配電

地中道配電

令 住 友 電 設 株 式 会 社 23諾; : ; : ; 抗議顎霊祭:i;4212;2212

C HOY O 

入がいる多彩なフィールドで、

新しい限界に抗戦していますc

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 干 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4(朝日ピル)

T EL  0 6( 6 3 8 5)  1  3 6 1  (代:) F AX  0 6(6 3 8 5)  1  0 5 0  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

取締役支社長 伊 藤 義 信

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部 ・九州

。
電 気 設 備 設 計 施 工

総 書 金 属 = 輿 泊

代 表 取 締 役 社長 上 田 正 雄

本 社 大 阪 市 中 央 区 北 浜3 - 6 - 1 3 ( 日土地 淀屋 橋 ピ ル)

f包 括 o 6  (  6  2  0  5  )  3 6 7  1  ( 代)

支 J吉 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 帯 3 号

電 話 o 3  (  3 6 6  6  )  1 4 7  8  ( 代)

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 賀
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O K U J U  

国 箆rEffffwをも妥三島Eク危鎮錨拶窃@

f大規模天井無足場工法j
黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547- 0001 大阪市平野区加美北3 - 4 - 5

T E L 0 6  ( 6792)  5858 F A X 06  (6792)  2810  

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 干530-{)047

TEL(06)6312- 4131 FAX(06)6312・7998

東京・九州摘揖名古屋 ・南九州・京都

内外装創作パネル・システム天井・間仕切

問主社オクジュー

- 圃 圃 園 田 ｅ 再 ［ ＧＱ 蜘 ｾｈ ｔＱヨｬｬｩｬｉｴＮ市｛ｾｾ ｬ ｾ 需ｾｊｬｬｩｬｔ閥喝主主】剖訓 ｅ 彊咽圃圃圃圃圃

入と技術をクリエイティヴで結びます

， 

ケ日本データネット株式会社

TEL. 06- 6352- 7502  FAX. 06- 6355- 2714 

TEL. 06- 6352- 0943 FAX. 06- 6355- 5533 

TEL.  /  FAX.06- 6352- 1551 

本 社 〒530- 0043 大阪市北区天満 1- 1-1 0

制 作 部 〒530- 0043 大阪市北区天満ト9- 19

印 刷 工 場 干530- 0043 大阪市北区天満2・5- 15

ｾ＠ _  ｟｟ｄ ｟ｩ ｧｩｴ｡ｾｐｲｩＭｐｲｾｾ＠

凪ｾ凪劃凪ｾ⑭ｾｗ｜ｲ

代表取締役社畏 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

〒534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

附 α 時. 06- 6351・5 4 2 8 Fax. 06- 6351- 5299 

ぁ: 干

与7- 0014

るーー さ さ

尿 r7 2ER ら

恨二一 l良ー ク

工 島 I 謬 ス

ま株量詰

初式 子 ここ

ぶ ，..._・自 ¥¥ 

q 言語喜志

式 十 三 一 五

大阪市西区西本町 I の13の33

T EL. 06- 6532- 0  6  4  l ( 代表)

FAX. 06- 6535- 5 181 

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

社本

⑪ぉ '1胤 業 締

天 理 営 業 所

デンカC S Aファミリー製品

-安二J nCSA (膨張性混和材) コンクリートのひびわれ防止に

・安ニ ｊｮ ，，ｾ，ヨニ ｊ Ｈ クラウト用無収縮材Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・安二J n守3ーテm，q z (Sis-??T) コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニJ nES(土質安定用急、硬 材 ) 地盤補強用薬注入

・寄与nI J OOO(製品用超高度混和材) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

A

Q

宮式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖 T E L 本社・京都・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄式株産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 業

T E L 大阪 ( 0 6)  6 4 4 3 - 6 1 8 1  6 3 3 2 - 6 8 6 1  

3 2 7 2 - 8 5 0 1  

大阪 ( 06)

東京 ( 03)

T E L  

T E L  

ネ土

..0、

ｾ＠式株成イヒ東社

A

会式株産物洋光 郷
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T E L  滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

6 2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 06)



日本建築協会企画 ・販売

出版図書一覧

1917" 1三3 丹に創設された日本建築協

会 (内11寺・|民. j J !g建築協会) !.t. 、すでに

昭和l制約には大阪i出立てf主宅Wi - 覧会や

建築講iii "j会を 1m<ー) j 、、''dI寺は入手し

にくかった建築の情報を医l手!の 19版 t

L 、う} 形で会l . J . に提供 して いた。

*  

以後、創立周年記念事業ーとして、その

IIMt の動きをとら λ て111行本を /1'，) 仮し

ている 。

50} 司i f-. 、60周年、 70) 司年、そして 80} 周

年仁、図-;1): の出版が企画され、引在も

継続して先行 ・ ｬ 仮ゾ己されている， ｾｈ 版物

は、以ドのとおり 。

*  

11昨人希望者は、附 11 ，f J . &築協会事務局

(TEL06 - 6348 - 0635、FAX06-

6348- 0634) まで。

11木立J ! 築協会i : i lliL60周 年 記 念 事 業

建築技術選書

日本建築協会自II 1'r60周年記念卒業「建築技術選引 J ｾｩｉｩ妹 ｴｻ

〈プ口のノウハウ〉シリーズ

A 5 判 ・130頁 - 160頁 先行: 学 芸 IIYI版 社 本 体1111i桁￥1，200- ￥1，400 ｛ｉ ｛ｪ六判 Ｒ 色 ｍｪＧｬ り発行 学Ｚ芸 ｌｾ ，版社本体 Ｑｩｬｬｩ 絡￥ Ｑ ， ＶＰＰ ー￥ Ｒ ， Ｕ ＰＰ

白茶室の話

岡田孝男

回マイコンによる構造設計のすすめ

( 改訂版) 魚木晴夫

回すまいの語録

茶谷正; 草

回構造計画とやさしい力学 l

須賀好富

回建具の知識と意匠

山片三郎

回工レベータ・工刃7レー夕立体駐車場

木村利雄

固構造計画とやさしい力学 2

須賀好富

岡医院 ・診療所の計画と設計

池田有隙 ・船越鴎白

回設計のコンビュータ一手法

飯塚英雄

固設備技術者のための建築再入門 T Q C から見た建設業

光安義光 荒木隆彦

固鉄骨構造の話 躯体工事宮町〉チ工、yクポイン卜100

金多潔 ・甲津功夫 ・西沢英和 須賀好富

固建物と地震災害 空調設備のトラブル50

竹内吉弘 ・島国税 建築設備トラブル研究会

固建築金物の知識 衛生設備のトラブル50

立野一郎 建築設備トラブル研究会

固住宅三備心得帳 現場マンのアイデア発想

平田純一 合原一夫

固住宅のエレクトロニクス 建築基準法の実際

監 修 小 林 前 矢吹茂郎

固建築塗装の手引き 二ユ一組積建築のすすめ

兜島修二 福 島 孝 之 他

国建築式典の実際 建築物の消防法を読みこなすコツ

若林嘉; 章雄 高木任之

国建築設計と高齢者 ・身障者 鉄筋工事 ・本音の現場学

吉田あこ 荒川; 台徳

鉄骨工事の現場学

建築紛争の実際

石田満喬

岡本辰義

仕上工事監理のチェックポイント

目建設計ｾ理業務研究会

ゼ口災への道

建設現場の安全管理活動 表 一 郎

木造住宅のしくみ

在来工法の基本と応用浅野平八 ・東 敏博

コンクリート工事のチェックポイント100

加賀秀治

インテリアコーデイネートの100ポイント

町田ひろ子監修/ 松本茂 ・村元俊子著

新版建築基準法を読みこなすコツ

高木任之

木づくりの常識非常識

よ 村 武

固石垣と石積壁 国日本壁 態題準郡津鮪条文を読瓦刷コツ 建築関連法規を読みこなすコツ

窪 田 佑
山田幸一 高木任之 高木{ 壬之

回基礎と地盤の手ほどき 固身近な耐震設計法

中沼和美 前川陽

園ショッピングセンタの計画 園住宅の照明

西脇顕正 監 修 大 島 憎

固住宅設計とインテリア 図建築を志す人びとへ

福岡喜久雄 日本建築協会出版委員会

特装本回住宅の家具

光藤俊 火災安全学入門 岡田光正

ｾ Ｍ ｉｉＺ Ｚーシリ ー ＷＭＢＢＧ［ＱＮ、 イ仁WtさlJl を制。|誕

昭和生まれ 関西の建築家50 附 1['-

A 4 判l 企 同 ・先 行 . 日本 位 築 協 会 本 体1illi 絡1，5001'1

11 本建築協会組築クラブ1;!J]:食会3001" 1記 念

制 ｾ｣ｈ＼ 集 話のはなし ＱＹＹｎ ＧＮ

B  6 判 5 分 1111- ｾ Ｑｾｩ ド ＱＱＪ 姥築協 会主主築クラブ 1 セット10 ，000Jl-1  (ii ' iYH見合む)

[(1:¥1 (111 [ J [ j 会) 辿合協定

工事珪色拐約約苛
弓ヨ白円 ，、 プてハU ハ之J 'iJi氏 A 4 判のみ取り扱い

u 日背負契約千: : .  Ｑ ＧＱＧ裁令 ｾｾ ｪ ｬｲ Ｚ Ｚ . 契約千: 使! 日」のf目立・] ' ; 項

l 部￥230 (消m見合) illfl 実技

ょ業化住宅 ・考 都市計画法読みこなすコツ

これからのプレハブ住宅 松村秀一 高木任之

11 :本主J ! 築協会創立70周年記念卒業

選書特装版

B 5  '1" 1  7モ行 .学主主 l I: l 版社 本 体1111it汁￥2，800- ￥3，800

構造コストと経済設計 建築デザインのための構造計画

須賀好富 須賀好富

新 ・建築と設備の接点

宮 脇 毅 南 部 武

建築設備の健康診断

牧 野 茂

外壁構法チェックリスト

飯i軍五郎蔵

水にまつわるトラブルの事例・解決策

( 建築篇) r建築漏水J 編集委員会

建築・都市・住宅 ・土本一情報アクセスブック

菊岡倶也

十l 本主J ! 築 thlJ 会 fil liL70周 年 記 念 :t，)坂

場所打ち杭の設計と施工

阪口 i里

建築と緑

灘 光 夫

入門 ・建築積算

生島道春

水にまつわるトラブルの事例 ・解決策

〈設備篇) r設備漏水J 編集委員会

住吉田t化への歩みと日本建築協会 l 附 二

A 4 判 企 阿 ・発行 : 11 木 建 築 協 会 本 体11l 1i 絡 1，5001'1

11 木 建 築 協 会 創 立75周年記念出版

工高生デザインコンクールお窒作目集 即:q:_

A  4 判l 企戸川・先行 : 11 . f . ; 建築 |治会 定1illi2 ，OOOP 1  

11 本 位 築 協 会 創 立80ml 年記念出版

建築を志す人びとへ

A  5  '1'11  日本，建築協会出版委11会編著 本体11Hi 終1，800PI
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全 社

三重工場

。住友重属鉱山己ポ ｌｊｾ Ａｊス株式会紅

f i  (03)  3435-4660 

f i  (011 )  281- 6711 

f i  (022)  222- 1588 

f i  (03)  3435- 4670 

f i  (052)  204- 0761 

f i  (06)  6243-7251 

f i  (082)  211 -0116 

f i  (092)  735- 2274  

f i  (0135)  72- 1210 

f i  (0287)  92- 5111 

宮 (05959) 6- 1131 

干105-0004 東 京 都 港 区 新 橋 5 - 11 - 3 ( 新 橋 住 友 ビ ル )

〒060- 0001 札 幌 市 中 央 区北一 条 西 3 - 3 ( 住 友 信 託 ビル )

〒980- 0803 仙台市青葉区国分町1-2-1 (仙台フ コク生命 ビル)

干105-0004 東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 1 - 3 ( 新 橋 住 友 ビ ル )

干 460-0008 名 古 屋 市 中 区 栄 2 - 1 3 - 1 ( 白 川 第 2 ビ ル )

干541 -0053 大阪市 中央区本 町3 - 2- 6 ( フーパ一 本町ビ ル)

〒730-0011 広 島 市 中 区 基 町 5 - 4  4  ( 商 工 会 議 所 ビ ル )

〒810-0001 福 岡 市 中 央 区 天 神 2 - 1 2 - 1 ( 天 神 ビ ル )

〒048-2143 北 海 道 岩 内 郡 共 和 町 国 富 6 8  

〒324- 0693 栃 木 県 那 須 郡 馬 頭 町 大 字 松 野 9 2 3

干519-1106 三 重 県 鈴 鹿 郡 関 町 大 字 会 下 1 1 1 7 - 1 1

本 社

北海道

東 北

関 東

中 部

関 西

中 国

九 州

国 富

栃 木

三 重

場工

ホーム ページアドレス http://www.sumi t omo-si porex. co.jp

雑誌 03379- 11  


